
CDR例

この章では、Unified Communications Managerリリースシステムがすべての通話タイプについて生
成する通話詳細記録（CDR）の例を示します。この情報は、請求記録の生成やネットワーク分析
などの後処理アクティビティに使用できます。

システムをインストールすると、システムはデフォルトで CDRを有効にします。システムの動
作中はいつでも CDRを有効または無効にできます。変更を有効にするために、 Unified
Communications Manager を再起動する必要はありません。システムはすべての変更に対して数秒
以内に応答します。

• AAC Calls, on page 2
•放棄されたコール, on page 5
•アドホック電話会議のリンク, on page 6
•エージェントのグリーティングコール, on page 17
•割込み, on page 18
•コールモニタリング, on page 21
•コールパーク, on page 22
•コールピックアップ, on page 25
•通話録音, on page 27
•通話セキュリティ保護ステータス, on page 29
•発信側の正規化, on page 30
•ビジーや無効な接続先へのコール, on page 31
• C割り込み, on page 32
•クライアント識別コード（CMC）, on page 34
•会議コール, on page 35
•開催中の会議コール, on page 39
•電話会議から参加者を削除する, on page 42
• DTMF方式, on page 43
•エンドツーエンド通話トレース, on page 44
• Forced Authorization Code（FAC;強制承認コード）, on page 48
•転送またはリダイレクトされた通話, on page 50
•ハントリストのサポート, on page 53
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• H.239, on page 56
• iLBC通話, on page 57
• [Intercompany Media Engine (IME)], on page 60
•即時転送 (ボイスメッセージシステムへ), on page 64
• IMSアプリケーションサーバー, on page 66
•インターコムコール, on page 67
• IPv6通話, on page 69
•レガシーコールピックアップ, on page 73
•ローカルルートグループと着信側トランスフォーメーション, on page 75
•論理パーティション通話, on page 76
•迷惑呼, on page 78
•ミートミー電話会議, on page 78
•モビリティ, on page 79
•ネイティブコールキューイング, on page 93
•通常の通話（Cisco Unified IP Phoneから Cisco Unified IP Phone）, on page 94
•転送中の元の発信者, on page 95
•パーソナルアシスタントの通話, on page 96
•優先コール (MLPP), on page 103
•（3xx）通話のリダイレクト, on page 104
•リダイレクト番号変換, on page 105
•リファーコール, on page 106
•通話の交換, on page 106
• RSVP, on page 108
•安全なミートミーコンファレンス, on page 110
•ショートコール, on page 111
• CallingPartyNumberフィールドに URLがある SIP通話, on page 111
•ネットワーク内で成功した通話, on page 112
•転送コール（Transferred Calls）, on page 112
•ビデオ通話, on page 115
•ビデオ会議通話, on page 116

AAC Calls
Advanced Audio Coding-Low Delay (AAC-LD)は、さまざまなビットレートで優れた音声および音
楽品質を提供する超広帯域コーデックです。音声品質はビットレートと共に向上します。 2つの
相互に互換性のない RTPペイロード形式がサポートされます: mpeg4-genericとMP4A-LATM。

AAC-LD (mpeg4-generic)呼び出しでは、コーデックタイプ (ペイロード機能)値 42が使用されま
す。

AAC-LD(MP4A-LATM)コールでは、サポートされている各ビットレートに対して個別のコーデッ
クタイプ値が使用されます。コーデックタイプの値は43 (128K)、44 (64K)、45 (56K)、46 (48K)、
47 (32K)、48 (24K)です。
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システムは、AAC-LDコールの CDRに音声帯域幅フィールドを追加します。

定義フィールド名

この整数フィールドには音声帯域幅が含まれま

す。

origMediaCap_bandwidth

この整数フィールドには音声帯域幅が含まれま

す。

destMediaCap_bandwidth

システムは、次の表に基づいて帯域幅フィールドに値を入力します。

帯域幅コーデック

64G711Alaw64k

56G711Alaw56k

64G711mu-law64k

56G711mu-law56k

64G722 64k

56G722 56k

48G722 48k

7G7231

16G728

8G729

8[G729AnnexA]

0Is11172AudioCap

0Is13818AudioCap

8G729AnnexB

8G729AnnexAwAnnexB

13GSMフルレート

7GSMハーフレート

13GSM拡張フルレート

256広帯域 256K

64データ 64k

56データ 56k
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帯域幅コーデック

32G7221 32K

24G7221 24K

256AAC-LD（mpeg4-generic）

128AAC-LD (MP4A-LATM) 128K

64AAC-LD (MP4A-LATM) 64K

56AAC-LD (MP4A-LATM) 56K

48AAC-LD (MP4A-LATM) 48K

32AAC-LD (MP4A-LATM) 32K

24AAC-LD (MP4A-LATM) 24K

13GSM

15または 13iLBC

32iSAC

8XV150 MR 729A

8NSE VBD 729A

AAC-LD（mpeg4-generic）コールの CDR例

この例は、AAC-LD (mpeg4-generic)コーデックでのコールに適用されます。

AAC CDRフィールド名

121globalCallID_callId

101origLegCallIdentifier

102destLegIdentifier

51234callingPartyNumber

57890originalCalledPartyNumber

57890finalCalledPartyNumber

57890lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

42origMediaCap_payloadCapability
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AAC CDRフィールド名

256origMediaCap_Bandwidth

42destMediaCap_payloadCapability

256destMediaCap_Bandwidth

放棄されたコール
継続時間 0の通話のログは任意の操作です。継続時間 0の通話のログ記録が有効になっている場
合、次のアクションが発生します。

•すべての通話で CDRが生成されます。

•電話がオフフックになり、再びオンフックになる場合など、コールが放棄された場合、さま
ざまなフィールドにデータが含まれなくなります。この場合、originalCalledPartyNumber、
finalCalledPartyNumber、それらに関連付けられているパーティション、destIpAddr、および
dateTimeConnectフィールドはすべて空のままです。接続されていないすべての通話の継続時
間は 0秒です。通話が放棄された場合、原因コードには 0が含まれます。

•ユーザーがディレクトリ番号をダイヤルし、接続する前にコールを放棄した場合、FirstDest
および FinalDestフィールドとそれらに関連するパーティションに、ディレクトリ番号と、
コールが延長されるであろうパーティションが含まれます。 DestIpフィールドは空白のまま
で、継続時間は 0秒となります。

継続時間ゼロの通話を記録するには、CDRLog CallsWith Zero Duration Flagサービスパラメータを
有効にする必要があります。このパラメータは、1秒未満の通話の CDR（通話記録）のログ記録
を有効または無効にします。詳細については、CDRサービスパラメータを設定するを参照してく
ださい。

Note

放棄されたコールの例

1. 内線 2001がオフフックになり、その後オンフックになります。

CDRフィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

0destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

originalCalledPartyNumber
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CDRフィールド名

finalCalledPartyNumber

lastRedirectDn

16origCause_Value

0dest_CauseValue

0duration

2. 内線2001が2309に発信しますが、応答がないうちに2001が電話を切ります（切断します）。

CDRフィールド名

2globalCallID_callId

200origLegCallIdentifier

201destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

16origCause_Value

0dest_CauseValue

0duration

アドホック電話会議のリンク
高度なアドホック電話会議では、個人の参加者と同様にアドホック会議を他のアドホック会議に

追加して、複数のアドホック会議をリンクできます。個人の参加者をアドホック会議に追加する

場合に使用できる方法で、アドホック会議を他のアドホック会議に追加することもできます。

高度なアドホック電話会議リンク機能が生成するCDRには、OrigConversationIdと呼ばれるフィー
ルドが含まれます。このフィールドは、リンクされた電話会議に含まれる会議ブリッジを関連付

けます。 CDRの [コメント（Comment）]フィールドは、ConfRequestorDNおよび
ConfRequestorDeviceNameタグを追加して、電話会議のコントローラー以外による電話会議の参加
者の追加/削除を示します。

以下のシナリオは、さまざまな CDRの一部を示しています。
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参加を使用した電話会議のリンク

ブリッジ間の通話の方向は、キャロルが関与する 2つの通話のうちのどちらがプライマリである
かによって異なります。プライマリコールは維持され、セカンダリコールは電話会議にリダイレ

クトされます。

Aliceが Bobに発信し、Bobが Carolを電話会議に参加させます（電話会議 1）。 Daveは Carolと
電話会議をし、Edを電話会議に加えます（電話会議2）。2つの別々の電話会議が作成されます。
Carolは両方の電話会議に存在します。この時点で、CDR1、CDR2、CDR3、およびCDR4が生成
されます。

Carolは 2つの会議に参加します。この時点で、CDR5が生成されます。

残りの参加者が切断すると、残りの CDRは会議から退席した順番で生成されます。

参加を使用した会議のリンク例

CDR6：Dave ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR5：Carol ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR4：Dave -> Ed
（打診コール）

CDR3：Dave ->
Carol（元のコー
ル）

CDR2：Bob -> Carol
（打診コール）

CDR1：Alice -> Bob
（元のコール）

フィールド名

334321globalCallID_callId

222223211311origLegCallIdentifier

262524221412destLegIdentifier

100310021003100310011000callingPartyNumber

b0029901222b00299012221004100210021001originalCalledPartyNumber

b0029901222b00299012221004100210021001finalCalledPartyNumber

100310031004100210021001lastRedirectDn

444444origTerminationOnBehalfOf

444444destTerminationOnBehalfOf

98980000lastRedirectRedirectReason

440000lastRedirectRedirectOnBehalfOf

000000origConversationID

222222220000destConversationID

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

コメント
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CDR11：Bob ->会議ブ
リッジ（電話会議）

CDR10：Alice ->会議
ブリッジ（電話会

議）

CDR9：会議ブリッジ
（電話会議）

CDR8：Ed ->会議ブ
リッジ（電話会議）

CDR7：Dave ->会議ブ
リッジ（電話会議）

フィールド名

11133globalCallID_callId

1211172421origLegCallIdentifier

1615282726destLegIdentifier

10011000b002990100110041003callingPartyNumber

b0029901001b0029901001b0029901222b0029901222b0029901222originalCalledPartyNumber

b0029901001b0029901001b0029901222b0029901222b0029901222finalCalledPartyNumber

10011001100210031003lastRedirectDn

00000origTerminationOnBehalfOf

00000destTerminationOnBehalfOf

989849898lastRedirectRedirectReason

441044lastRedirectRedirectOnBehalfOf

00000origConversationID

22222222222222222222destConversationID

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

コメント

トランスファーまたはダイレクトトランスファーを使用した電話会議

のリンク

Aliceが Bobに発信し、Bobが Carolを電話会議に参加させます（電話会議 1）。 Daveは Carolと
電話会議をし、Edを電話会議に加えます（電話会議2）。2つの別々の電話会議が作成されます。
Carolは両方の電話会議に出席しています。この時点で、CDR1、CDR2、CDR3、およびCDR4が
生成されます。

Carolは、最初の電話会議への通話で、[直接転送（Direct Transfer）]（DirTrfr）ソフトキーを押
します。 Daveと Edが電話会議 2にいる間、Aliceと Bobは電話会議 1にいます。残りの参加者
が電話を切ると、残りの CDRは、参加者が電話会議を退出した順番で生成されます。
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ブリッジ間の通話の方向は、キャロルが関与する 2つの通話のうちのどちらがプライマリ通話で
あるかによって異なります。プライマリ通話側は、転送された通話の発信側を表します。

Note

転送または直接転送を使用した電話会議のリンクの例

CDR6:キャロル ->
コンファレンスブ

リッジ (電話会議)

CDR5：Carol ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR4：Dave ->
Carol（打診コー
ル）

CDR3：Dave ->
Carol（元のコー
ル）

CDR2：Bob -> Carol
（打診コール）

CDR1：Alice -> Bob
（元のコール）

フィールド名

314321globalCallID_callId

221423211311origLegCallIdentifier

251724221412destLegIdentifier

100310021003100310011000callingPartyNumber

b0029901222b00299010011004100210021001originalCalledPartyNumber

b0029901222b00299010011004100210021001finalCalledPartyNumber

100310011004100210021001lastRedirectDn

10104444origTerminationOnBehalfOf

10104444destTerminationOnBehalfOf

98980000lastRedirectRedirectReason

440000lastRedirectRedirectOnBehalfOf

000000origConversationID

222211110000destConversationID

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

コメント

CDR11：Bob ->会議ブ
リッジ（電話会議）

CDR10：Alice ->会議
ブリッジ（電話会

議）

CDR9：会議ブリッジ
（電話会議）

CDR8：Ed ->会議ブ
リッジ（電話会議）

CDR7：Dave ->会議ブ
リッジ（電話会議）

フィールド名

11133globalCallID_callId

1211172421origLegCallIdentifier

1615282726destLegIdentifier
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CDR11：Bob ->会議ブ
リッジ（電話会議）

CDR10：Alice ->会議
ブリッジ（電話会

議）

CDR9：会議ブリッジ
（電話会議）

CDR8：Ed ->会議ブ
リッジ（電話会議）

CDR7：Dave ->会議ブ
リッジ（電話会議）

フィールド名

10011000b002990100110041003callingPartyNumber

b0029901001b0029901001b0029901222b0029901222b0029901222originalCalledPartyNumber

b0029901001b0029901001b0029901222b0029901222b0029901222finalCalledPartyNumber

10011001100210031003lastRedirectDn

00000origTerminationOnBehalfOf

00000destTerminationOnBehalfOf

989849898lastRedirectRedirectReason

441044lastRedirectRedirectOnBehalfOf

0011100origConversationID

11111111222222222222destConversationID

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

コメント

リンクされた会議参加者の削除

通話詳細記録は、電話会議から退席した順に生成されます。残りの電話会議に 2名しかいない場
合、2名は直接つながります。

Aliceが Bobに発信し、Bobが Carolを電話会議に参加させます（電話会議 1）。 Daveは Carolと
電話会議をし、Edを電話会議に加えます（電話会議2）。2つの別々の電話会議が作成されます。
Carolは両方の電話会議に参加します。この時点で、CDR1、CDR2、CDR3、およびCDR4が生成
されます。

Carolは、最初の電話会議への通話で、[直接転送（Direct Transfer）]（DirTrfr）ソフトキーを押
します。 Daveと Edが電話会議 2にいる間、Aliceと Bobは電話会議 1にいます。電話会議 1と
電話会議 2が同時に転送されます。 Carolは電話を切り、電話会議 1には 2つの参加者だけが残
ります。

電話会議には 2人の参加者しか存在しないため、Bobと電話会議リンクが結合されます。この時
点で、CDR7、CDR8、CDR9が生成されます。 Bobは電話会議 1の管理者であるため、Bobと電
話会議 2の間のコールでは、Bobが発信者を表します。残りの参加者が切断すると、残りのCDR
は会議から退席した順番で生成されます。
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Bobがコントローラーではなく、Bobが電話会議 1に参加する前にチェーンが発生する場合、Bob
と電話会議 2の間のコールは、CDRに示されているものとは反対の方向に生成されます。

Note

電話会議の最後に残った 2人の通話の方向は、誰が最も長く電話会議にいるかによって異なりま
す。最も長く電話会議にいる方が発信者になります。

リンクされた電話会議から参加者を削除する例

CDR6:キャロル ->
コンファレンスブ

リッジ (電話会議)

CDR5：Carol ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR4：Dave ->
Carol（打診コー
ル）

CDR3：Dave ->
Carol（元のコー
ル）

CDR2：Bob -> Carol
（打診コール）

CDR1：Alice -> Bob
（元のコール）

フィールド名

314321globalCallID_callId

221423211311origLegCallIdentifier

251724221412destLegIdentifier

100210021003100310011000callingPartyNumber

b0029901222b00299010011004100210021001originalCalledPartyNumber

b0029901222b00299010011004100210021001finalCalledPartyNumber

100310011004100210021001lastRedirectDn

10104444origTerminationOnBehalfOf

10104444destTerminationOnBehalfOf

98980000lastRedirectRedirectReason

440000lastRedirectRedirectOnBehalfOf

000000origConversationID

222211110000destConversationID

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

コメント

CDR12：Ed ->会議
ブリッジ（電話会

議）

CDR11：Dave ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR10：Bob ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR9：会議ブリッ
ジ ->会議ブリッジ

CDR8:ボブ ->コン
ファレンスブリッ

ジ (電話会議)

CDR7：Alice ->会
議ブリッジ（電話

会議）

フィールド名

333311globalCallID_callId

241211251211origLegCallIdentifier
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CDR12：Ed ->会議
ブリッジ（電話会

議）

CDR11：Dave ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR10：Bob ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR9：会議ブリッ
ジ ->会議ブリッジ

CDR8:ボブ ->コン
ファレンスブリッ

ジ (電話会議)

CDR7：Alice ->会
議ブリッジ（電話

会議）

フィールド名

271615281615destLegIdentifier

100310011000b002990122210011001callingPartyNumber

b0029901222b0029901222b0029901222b0029901001b0029901001b0029901001originalCalledPartyNumber

b0029901222b0029901222b0029901222b0029901001b0029901001b0029901001finalCalledPartyNumber

10031003b0029901001100210011001lastRedirectDn

0044416origTerminationOnBehalfOf

004440destTerminationOnBehalfOf

98989849898lastRedirectRedirectReason

4441044lastRedirectRedirectOnBehalfOf

000222200origConversationID

222222222222111111111111destConversationID

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

コメント

リンクされた電話会議参加者（コントローラ）の削除

通話詳細記録は、電話会議から退席した順に生成されます。残りの電話会議に 2名しかいない場
合、これらの 2名は直接結合されます。

Aliceが Bobに発信し、Bobが Carolを電話会議に参加させます（電話会議 1）。 Daveは Carolと
電話会議をし、Edを電話会議に加えます（電話会議2）。2つの別々の電話会議が作成されます。
Carolは両方の電話会議に参加します。この時点で、CDR1、CDR2、CDR3、およびCDR4が生成
されます。

Carolは、最初の電話会議への通話で、[直接転送（Direct Transfer）]（DirTrfr）ソフトキーを押
します。 Daveと Edが電話会議 2にいる間、Aliceと Bobは電話会議 1にいます。電話会議 1と
電話会議 2が同時に転送されます。 Bobが電話を切ると、電話会議 1に接続されているのは 2人
の通話者だけになります。

電話会議 1には 2人しか存在しないため、Aliceと電話会議リンクは直接結合されます。この時点
で、CDR7、CDR8、CDR9が生成されます。 Aliceは電話会議に長く参加しているため、Aliceと

CDR例
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電話会議2の間のコールではAliceが発呼側になります。残りの参加者が切断すると、残りのCDR
は会議から退席した順番で生成されます。

電話会議の最後に残った 2人の通話の方向は、誰が最も長く電話会議にいるかによって異なりま
す。最も長く電話会議にいる方が発信者になります。

Note

リンクされた電話会議からのコントローラの取り除く例

CDR6:キャロル ->
コンファレンスブ

リッジ (電話会議)

CDR5：Carol ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR4：Dave ->
Carol（打診コー
ル）

CDR3：Dave ->
Carol（元のコー
ル）

CDR2：Bob -> Carol
（打診コール）

CDR1：Alice -> Bob
（元のコール）

フィールド名

314321globalCallID_callId

221423211311origLegCallIdentifier

251724221412destLegIdentifier

100210021003100310011000callingPartyNumber

b0029901222b00299010011004100210021001originalCalledPartyNumber

b0029901222b00299010011004100210021001finalCalledPartyNumber

100310011004100210021001lastRedirectDn

10104444origTerminationOnBehalfOf

10104444destTerminationOnBehalfOf

98980000lastRedirectRedirectReason

440000lastRedirectRedirectOnBehalfOf

000000origConversationID

222211110000destConversationID

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

コメント

CDR12：Ed ->会議
ブリッジ（電話会

議）

CDR11：Dave ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR10：Alice ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR9：会議ブリッ
ジ ->会議ブリッジ

CDR8:アリス ->コ
ンファレンスブ

リッジ (電話会議)

CDR7：会議ブリッ
ジ ->会議ブリッジ

フィールド名

333311globalCallID_callId

242111251112origLegCallIdentifier

CDR例
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CDR12：Ed ->会議
ブリッジ（電話会

議）

CDR11：Dave ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR10：Alice ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR9：会議ブリッ
ジ ->会議ブリッジ

CDR8:アリス ->コ
ンファレンスブ

リッジ (電話会議)

CDR7：会議ブリッ
ジ ->会議ブリッジ

フィールド名

272625281516destLegIdentifier

100410031001b002990100110001001callingPartyNumber

b0029901222b0029901222b0029901222b0029901001b0029901001b0029901001originalCalledPartyNumber

b0029901222b0029901222b0029901222b0029901001b0029901001b0029901001finalCalledPartyNumber

10031003b0029901001100210011001lastRedirectDn

0044164origTerminationOnBehalfOf

004404destTerminationOnBehalfOf

98989849898lastRedirectRedirectReason

4441044lastRedirectRedirectOnBehalfOf

000222200origConversationID

222222222222111111111111destConversationID

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

コメント

リンクされた電話会議の削除

Aliceが Bobに発信し、Bobが Carolを電話会議に参加させます（電話会議 1）。 Daveは Carolと
電話会議をし、Edを電話会議に加えます（電話会議2）。2つの別々の電話会議が作成されます。
Carolは両方の電話会議に参加します。この時点で、CDR1、CDR2、CDR3、およびCDR4が生成
されます。

Carolは、最初の電話会議への通話で、[直接転送（Direct Transfer）]（DirTrfr）ソフトキーを押
します。 Daveと Edが電話会議 2にいる間、Aliceと Bobは電話会議 1にいます。電話会議 1と
電話会議 2が同時に転送されます。

Bobは [ConfList]ソフトキーを押します。AliceとBobおよび電話会議リンク “[会議（Conference）]”
がリストに表示されます。ボブは [ “電話会議” ]を選択し、[削除 ]ソフトキーを押します。この
時点で、CDR7、CDR8、CDR9が生成されます。電話会議リンクが削除され、電話会議には 2人
の参加者が残ります。

CDR例
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残りの 2人の参加者が結合されます。電話会議 1では、Aliceと Bobが結合され、会議 2では、
Daveと Edが結合されます。残りの参加者が切断すると、残りの CDRは会議から退席した順番
で生成されます。

リンクされた電話会議を削除する例

CDR6:キャロル ->
コンファレンスブ

リッジ (電話会議)

CDR5：Carol ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR4：Dave ->
Carol（打診コー
ル）

CDR3：Dave ->
Carol（元のコー
ル）

CDR2：Bob -> Carol
（打診コール）

CDR1：Alice -> Bob
（元のコール）

フィールド名

314321globalCallID_callId

221423211311origLegCallIdentifier

251724221412destLegIdentifier

100210021003100310011000callingPartyNumber

b0029901222b00299010011004100210021001originalCalledPartyNumber

b0029901222b00299010011004100210021001finalCalledPartyNumber

100310011004100210021001lastRedirectDn

10104444origTerminationOnBehalfOf

10104444destTerminationOnBehalfOf

98980000lastRedirectRedirectReason

440000lastRedirectRedirectOnBehalfOf

000000origConversationID

222211110000destConversationID

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

コメント

CDR12:ボブ->アリ
ス

CDR11：Ed ->会議
ブリッジ（電話会

議）

CDR10：Dave ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR9:ボブ ->会議
ブリッジ

CDR8:アリス ->コ
ンファレンスブ

リッジ (電話会議)

CDR7：会議ブリッ
ジ ->会議ブリッジ

フィールド名

333113globalCallID_callId

212421121125origLegCallIdentifier

242726161528destLegIdentifier

10031004100310011000b0029901222callingPartyNumber

CDR例
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CDR12:ボブ->アリ
ス

CDR11：Ed ->会議
ブリッジ（電話会

議）

CDR10：Dave ->会
議ブリッジ（電話

会議）

CDR9:ボブ ->会議
ブリッジ

CDR8:アリス ->コ
ンファレンスブ

リッジ (電話会議)

CDR7：会議ブリッ
ジ ->会議ブリッジ

フィールド名

b0029901222b0029901222b0029901222b0029901001b0029901001b0029901001originalCalledPartyNumber

1004b0029901222b0029901222b0029901001b0029901001b0029901001finalCalledPartyNumber

b002990122210031003100110011002lastRedirectDn

0016444origTerminationOnBehalfOf

000444destTerminationOnBehalfOf

98989898984lastRedirectRedirectReason

4444410lastRedirectRedirectOnBehalfOf

000000origConversationID

022222222111111111111destConversationID

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

ConfControll
erDn=1001;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FE
BD;ConfReque
storDn-1001;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
EBD

ConfControll
erDn=1003;Co
nfController
DeviceName=S
EP0003E333FA
D1;ConfReque
storDn-1003;
ConfRequesto
rDeviceName=
SEP0003E333F
AD1

コメント

CDR13：Dave -> Edフィールド名

3globalCallID_callId

21origLegCallIdentifier

24destLegIdentifier

1003callingPartyNumber

b0029901222originalCalledPartyNumber

1004finalCalledPartyNumber

b0029901222lastRedirectDn

0origTerminationOnBehalfOf

0destTerminationOnBehalfOf

98lastRedirectRedirectReason

4lastRedirectRedirectOnBehalfOf

0origConversationID

CDR例
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CDR13：Dave -> Edフィールド名

0destConversationID

ConfControllerDn=10
03;ConfControllerDe
viceName=SEP0003E33
3FAD1;ConfRequestor
Dn-1003;ConfRequest
orDeviceName=SEP000
3E333FAD1

コメント

エージェントのグリーティングコール
エージェントのグリーティングコール機能は、Unified Communications Managerに、エージェント
のデバイスへのメディア接続に成功した後で、事前に録音されたアナウンスを顧客に対して自動

的に再生するように指示します。エージェントグリーティングが、エージェントと顧客の両方に

流れます。

エージェントのグリーティングコールの例

1. 顧客 (1001)がエージェント (1006)に発信します。

2. エージェント (1006)は呼び出しに応答します。顧客とエージェントが接続します。

3. エージェントのグリーティングコール機能は、Unified Communications Managerに、エージェ
ントのデバイスへのメディア接続に成功した後で、事前に録音されたアナウンスを顧客に対し

て自動的に再生するように指示します。これにより、IVR (1000)はエージェントの電話のビ
ルトインブリッジ (BIB)に接続します。エージェントグリーティングが、エージェントと顧
客の両方に流れます。

4. 顧客とエージェントの通話が終了します。顧客からエージェントへのコールに対してCDRが
生成されます。エージェントの電話の IVR（1000）からBIB（バックインボックス）へのCDR
が生成されます。

IVRからエージェントの BIB（バックインボックス）への CDRでは、コメント
AgentGreeting=<agentCI>を指定します。エージェントのグリーティングコールで、OnBehalfOf
フィールドが 33に設定され、redirectReasonコードが 752に設定されています。

IVRからエージェントの BIB
へのコール

顧客からエージェントへの

コール

フィールド名

270002270001globalCallID_callId

2298086122980857origLegCallIdentifier

2298086222980858destLegIdentifier

10001001callingPartyNumber

CDR例
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IVRからエージェントの BIB
へのコール

顧客からエージェントへの

コール

フィールド名

b001211040011006originalCalledPartyNumber

b001211040011006finalCalledPartyNumber

012origCallTerminationOnBehalfOf

330destCallTerminationOnBehalfOf

330origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

330lastRedirectRedirectOnBehalfOf

7520origCalledPartyRedirectReason

7520lastRedirectRedirectReason

229808580destConversationId

33joinOnBehalfOf

AgentGreeting=22980858コメント

923duration

割込み
共有回線で割り込み機能を使用する場合、origCalledPartyNumber、finalCalledPartyNumber、
lastRedirectDnが電話会議ブリッジの番号「b00...」を示します。 . .'.リダイレクトと参加の
OnBeHalfOfフィールドは、割り込み = 15の値を反映し、リダイレクト理由フィールドは割り込
み = 114を指定します。

割り込みの例

1. 40003が 40001に発信し、40001が応答します。別の電話上の共有回線 40001は、[割り込み
（Barge）]ソフトキーを押します。すべての関係者が電話会議に参加します。その後、40003
が電話を切ります。

両方のCDRは同じ globalCallID_callIdを持ち、conversationIDフィールドは、割り込んだコールの
CI（通話 ID）にリンクされます。

Note

割り込みコール CDR元のコール CDRフィールド名

77globalCallID_callId

1677723216777230origLegCallIdentifier

CDR例
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割り込みコール CDR元のコール CDRフィールド名

1677723516777231destLegIdentifier

4000340003callingPartyNumber

b00150100140001origCalledPartyNumber

b00150100140001finalCalledPartyNumber

b00150100140001lastRedirectDn

016origCause_Value

00dest_CauseValue

1140origCalledPartyRedirectReason

1140lastRedirectRedirectReason

15origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

15lastRedirectRedirectOnBehalfOf

15joinOnBehalfOf

167772310destConversationID

2. 40003が 40001に発信し、40001が応答します。別の電話上の共有回線 40001は、[割り込み
（Barge）]ソフトキーを押します。すべての関係者が電話会議に参加します。その後、40003
が電話を切ります。

両方のCDRは同じ globalCallID_callIdを持ち、conversationIDフィールドは、割り込んだコールの
CI（通話 ID）にリンクされます。

Note

最終コール 2 CDRバージコール 1 CDR元のコール CDRフィールド名

999globalCallID_callId

167772361677723816777236origLegCallIdentifier

167772381677724116777237destLegIdentifier

400034000140003callingPartyNumber

40001b00150100140001origCalledPartyNumber

40001b00150100140001finalCalledPartyNumber

40001b00150100140001lastRedirectDn

163932160origCause_Value

CDR例
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最終コール 2 CDRバージコール 1 CDR元のコール CDRフィールド名

039321616dest_CauseValue

01140origCalledPartyRedirectReason

01140lastRedirectRedirectReason

1215origTerminationOnBehalfOf

121512destTerminationOnBehalfOf

15lastRedirectRedirectOnBehalfOf

15joinOnBehalfOf

0167772370destConversationID

3. 40003が 40001に発信し、40001が応答します。別の電話上の共有回線 40001は、[割り込み
（Barge）]ソフトキーを押します。すべての関係者が会議に参加します。40001（別の共有回
線と電話）は [割り込み（Barge）]ソフトキーを押します。 40003が先に電話を切る。

すべての CDRは同じ globalCallID_callIdを持ち、conversationIDフィールドは、割り込んだコー
ルの CI（通話 ID）にリンクされます。

Note

最終コール 2 CDRバージコール 1 CDR元のコール CDRフィールド名

141414globalCallID_callId

167772551677725116777249origLegCallIdentifier

167772581677725416777250destLegIdentifier

400014000140003callingPartyNumber

b001501001b00150100140001origCalledPartyNumber

b001501001b00150100140001finalCalledPartyNumber

b001501001b00150100140001lastRedirectDn

0016origCause_Value

000dest_CauseValue

1141140origCalledPartyRedirectReason

1141140lastRedirectRedirectReason

151512origTerminationOnBehalfOf

destTerminationOnBehalfOf

1515origRedirectRedirectOnBehalfOf

1515lastRedirectRedirectOnBehalfOf

CDR例
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最終コール 2 CDRバージコール 1 CDR元のコール CDRフィールド名

1515joinOnBehalfOf

16777251167772500destConversationID

コールモニタリング
システムは既存の CDRフィールドを使用して、コールモニタリング機能の CDRを生成します。

モニタリングコールには一方向のメディアが使用されます。一方向メディアCDRのコールでは、
一方の側のメディアフィールドは空のままです。

通話監視 CDRの destConversationIDフィールドは、監視対象通話の CDRのエージェントコール
レッグ識別子と一致し、通話監視 CDRと監視対象の CDRがリンクされます。

コールモニタリングの例

1. 顧客（9728134987）がエージェント（30000）に電話をかけ、エージェントが応答します。
スーパーバイザー (40003)は通話を監視しています。監視中の通話の destConversationIDが、
それの destLegIdentifierと一致します。

通話のモニタリング
CDR

監視された通話 CDRフィールド名

107globalCallID_callId

1677723216777230origLegCallIdentifier

1677723516777231destLegIdentifier

400039728134987callingPartyNumber

b00150100130000originalCalledPartyNumber

b00150100130000finalCalledPartyNumber

b00150100130000lastRedirectDn

016origCause_Value

00dest_CauseValue

3700origCalledPartyRedirectReason

3700lastRedirectRedirectOnBehalfOf

28origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

28lastRedirectRedirectOnBehalfOf

167772310destConversationID

CDR例
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2. エージェント（30000）が顧客（9728134987）に電話をかけ、顧客が応答します。スーパーバ
イザー (40003)は通話を監視しています。監視中の通話の destConversationIDが、それの
origLegCallIdentifierと一致します。

通話のモニタリング
CDR

監視された通話 CDRフィールド名

10171globalCallID_callId

1677793216777299origLegCallIdentifier

1677723516777300destLegIdentifier

4000330000callingPartyNumber

b0015010029728134987originalCalledPartyNumber

b0015010029728134987finalCalledPartyNumber

b0015010029728134987lastRedirectDn

016origCause_Value

00dest_CauseValue

3700origCalledPartyRedirectReason

3700lastRedirectRedirectOnBehalfOf

28origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

28lastRedirectRedirectOnBehalfOf

167772990destConversationID

コールパーク
コールパークは 2つの CDRを生成します。1つはパークされた元のコール用で、もう 1つはピッ
クアップまたは戻されたコール用です。これらの CDRは同じ globalCallID_callIdを持ちます。

コールパークピックアップ

通話がパークされると、通話が分割されます。元のコールは CDRを作成します。
origTerminationOnBehalfOfおよび destTerminationOnBehalfOfフィールドは、この CDRで Call
Park = 3に設定されます。

パークされた通話が取得されると、ユーザーはオフフックになり、パークコードを入力します。

この通話はパークされた通話に参加します。通話に応答するユーザーは、パークされた通話に参

加するため、システムはユーザーを通話の発信者として扱い、パークされたユーザーは接続先と

して扱われます。つまり、通話の callingPartyNumberフィールドには、その通話に応答するユー

CDR例
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ザーのディレクトリ番号と、 originalCalledNumber番号が含まれることになります。および
finalCalledNumberフィールドには、パーク中のユーザーのディレクトリ番号が含まれます。
lastRedirectDnフィールドには、コールを受け取るためのパークコードが含まれています。
lastRedirectRedirectReasonフィールドで、コールパークピックアップ = 8と指定されています。
lastRedirectRedirectOnBehalfOfフィールドで、コールパーク = 3と指定されている必要がありま
す。

コールパークピックアップ CDRの例

50003が 50002に発信します。50002が [パーク（Park）]ソフトキーを押します。 50001は、パー
クコード (44444)をダイヤルして、パークされた通話に応答します。

ピックアップ CDRのパーク
されたコール

パーク済 CDRの元のコールフィールド名

11globalCallID_callId

2086396120863957origLegCallIdentifier

2086395720863958destLegIdentifier

5000150003callingPartyNumber

5000350002originalCalledPartyNumber

5000350002finalCalledPartyNumber

4444450002lastRedirectDn

0393216origCause_Value

16393216dest_CauseValue

00origCalledPartyRedirectReason

80lastRedirectRedirectReason

00origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

30lastRedirectRedirectOnBehalfOf

03origTerminationOnBehalfOf

123destTerminationOnBehalfOf

30joinOnBehalfOf

604duration
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コールパーク復帰

コールがパークされ、ピックアップされなかった場合、パーク復帰タイマーが期限切れになり、

コールを着信側にリダイレクトします。この場合、システムは 2つの CDRを生成します。最初
の CDRは前述のコールパークピックアップシナリオと同じように見えますが、2番目の CDRは
わずかに異なります。コールピックアップ復帰タイマーの期限が切れると、コールは着信側にリ

ダイレクトされます。

通話がパークされると、通話が分割されます。このアクションにより、元のコールの CDRが生
成されます。 origTerminationOnBeHalfOfおよび destTerminationOnBeHalfOfフィールドは、こ
の CDRに対してコールパーク = 3に設定されます。

コールパーク復帰タイマーの期限が切れると、通話は着信側にリダイレクトされます。

origCalledPartyRedirectOnBehalfOfと lastRedirectRedirectOnBehalfOfのフィールドは、コール
パーク = 3と指定しています。 origCalledPartyRedirectReasonフィールドでコールパーク = 7と
指定されており、lastRedirectRedirectReasonフィールドでコールパーク復帰 = 11と指定されてい
ます。

コールパーク復帰の CDRの例

•コールパーク復帰の例：50003は 50002に発信します。50002は [パーク（Park）]ソフトキー
を押します。誰もパークされたコールに応答しません。パークされたコールは 50002に戻
り、50002は応答します。

戻されたコール CDRパーク済 CDRの元のコールフィールド名

22globalCallID_callId

2086396320863963origLegCallIdentifier

2086396720863964destLegIdentifier

5000350003callingPartyNumber

5000250002originalCalledPartyNumber

5000250002finalCalledPartyNumber

5000250002lastRedirectDn

0393216origCause_Value

16393216dest_CauseValue

70origCalledPartyRedirectReason

110lastRedirectRedirectReason

30origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

30lastRedirectRedirectOnBehalfOf
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戻されたコール CDRパーク済 CDRの元のコールフィールド名

33origTerminationOnBehalfOf

123destTerminationOnBehalfOf

30joinOnBehalfOf

607duration

コールピックアップ
Unified Communications Managerのコールピックアップには、ピックアップと自動ピックアップの
2種類があります。CDRレコードは、これら 2つのタイプのコールピックアップでわずかに異な
ります。

ピック

ピックアップ CDRの例

コールがPSTNから内線 2000、2001、および 2002に着信します。これらの内線は同じピックアッ
プグループ内にあります。内線 2002は、2001で鳴っている通話を取ります。内線 2002は通話に
応答し、通話は PSTN発信者と内線 2002の間で接続されます。

ピックアップコール CDRフィールド名

22globalCallID_callId

9728131234callingPartyNumber

2001originalCalledPartyNumber

2002finalCalledPartyNumber

2001lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

16origTerminationOnBehalfOf

16destTerminationOnBehalfOf

16lastRedirectOnBehalfOf

5lastRedirectReason

16joinOnBehalfOf
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自動ピックアップ

自動ピックアップは、自動応答付きのコールピックアップのように機能します。ユーザーは最後

の回答ソフトキーを押す必要はありません。通話は自動的につながります。自動ピックアップで

は 2つの CDRが生成されます。これらの CDRは同じコール IDを持っています。

•最初のCDRは元のコールに対して生成されます。このCDRにはorigTerminationOnBehalfOf
および destTerminationOnBehalfOfフィールドが 16（ピックアップ）に等しいです。この値
は、コールがピックアップ機能のために終了したことを示します。

• 2番目の CDRは、ピックアップされた後の最後のコールを表します。この CDRでは、
lastRedirectOnBehalfOfおよび joinOnBehalfOfフィールドが 16（ピックアップ）に設定され
ています。この値は、通話がピックアップ機能の代わりに結合されたことを示します。

lastRedirectReasonにはリダイレクト理由 5（ピックアップ）が含まれています。

自動ピックアップCDRは、すべてのタイプの自動ピックアップで同じように表示されます。つま
り、自動ピックアップ、自動グループピックアップ、およびその他の自動ピックアップです。

IP電話でサービスパラメータ [自動コールピックアップの有効化（Auto Call Pickup Enabled）]が
Trueに設定されており、Unified Communications Managerが着信を受信し、その IP電話がピック
アップする場合、変換パターンで定義されたプレフィックスの桁数が、CDRのcallingPartyNumber
に追加されます。ただし、サービスパラメータの [自動コールピックアップの有効化（Auto Call
Pickup Enabled）]が Falseに設定されている場合、プレフィックスの番号は追加されません。

Note

自動ピックアップ CDRの例

•自動ピックアップの例：2001と 2002は同じピックアップグループ内にあり、通話がPSTNか
ら内線 2001に行きます。 2002が 2001で鳴っているコールを受け取ります。通話は、PSTN
発信者と 2002の間で自動的に接続されます。通話時間は 2分間です。

トランスレーションパターンで定義されたプレフィックスの桁数は、基

本コールにのみ適用されます。

Note

ピックアップ CDR元のコール CDRフィールド名

1111globalCallID_callId

1234512345origLegCallIdentifier

1234712346destLegIdentifier

97281349879728134987callingPartyNumber

20012001originalCalledPartyNumber
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ピックアップ CDR元のコール CDRフィールド名

20022001finalCalledPartyNumber

20012001lastRedirectDn

16393216origCause_Value

0393216dest_CauseValue

1216origTerminationOnBehalfOf

1616destTerminationOnBehalfOf

50lastRedirectRedirectReason

160lastRedirectRedirectOnBehalfOf

160joinOnBehalfOf

1200duration

通話録音
システムは既存の CDRフィールドを使用して、通話録音機能の CDRを生成します。

レコーディングコールには一方向のメディアが使用されます。一方向メディア CDRのコールで
は、一方の側のメディアフィールドは空のままです。

2つの通話録音のCDRのorigConversationIDフィールドは、録音通話CDRのエージェントの通話識
別子と一致し、通話録音の CDRと録音された通話の CDRをリンクします。

ゼロ期間フラグを持つCDRログコールサービスパラメータが trueに設定されている場合、追加で
2つのサーバー呼び出しレコードが作成されます。

Note

通話録音の CDRの例

1. 顧客（9728134987）がエージェント（30000）に電話をかけ、エージェントが応答します。レ
コーダーの DNは 90000です。録音機能は、録音デバイスへの 2つの録音コールを作成しま
す。これにより、エージェントの音声用と顧客の音声用の 2つの追加 CDRが作成されます。
記録 CDRの origConversationIDは、記録された CDRの destLegIdentifierと一致します。この
シナリオでは、顧客が電話を切ります。

録音コール CDR2録音コール CDR1録音コール CDRフィールド名

11107globalCallID_callId

167771221677712016777110origLegCallIdentifier
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録音コール CDR2録音コール CDR1録音コール CDRフィールド名

167771231677712116777111destLegIdentifier

BIBBIB9728134987callingPartyNumber

900009000030000originalCalledPartyNumber

900009000030000finalCalledPartyNumber

900009000030000lastRedirectDn

0016origCause_Value

000dest_CauseValue

3543540origCalledPartyRedirectReason

3543540lastRedirectRedirectOnBehalfOf

2727origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

2727lastRedirectRedirectOnBehalfOf

16777111167771110origConversationID

2. エージェント（30000）が顧客（9728134987）に電話をかけ、顧客が応答します。レコーダー
のDNは 90000です。録音機能は、録音デバイスへの 2つの録音コールを作成します。これに
より、エージェントの音声用と顧客の音声用の 2つの追加 CDRが作成されます。録音 CDR
の origConversationIDフィールドは、録音 CDRの origLegCallIdentifierフィールドと一致し
ます。このシナリオでは、エージェントは電話を切ります。

録音コール CDR 2録音コール CDR 1録音コール CDRフィールド名

11010071globalCallID_callId

167772221677722016777113origLegCallIdentifier

167772231677722116777114destLegIdentifier

BIBBIB30000callingPartyNumber

90000900009728134987originalCalledPartyNumber

90000900009728134987finalCalledPartyNumber

90000900009728134987lastRedirectDn

161616origCause_Value

000dest_CauseValue

3543540origCalledPartyRedirectReason

3543540lastRedirectRedirectOnBehalfOf

2727origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

2727lastRedirectRedirectOnBehalfOf

16777113167771130origConversationID
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通話セキュリティ保護ステータス
このフィールドは通話のセキュリティ状況を示します。これには、通話中に到達する最高レベル

のセキュリティが含まれています。例えば、通話がもともとセキュアではなく、後にセキュアに

変更された場合、コールの異なる部分が異なるステータス値を持つ場合でも、CDRには “セキュ
ア”の 1が含まれます。 callSecuredStatusフィールドは通話のセキュリティ状況を示します。

通話のセキュアな状態の通話詳細記録の例

1. 暗号化された通話：20000-20001間の通話はシステムにより暗号化されます。双方の通話時間
は 5分間です。

CDRフィールド名

102globalCallID_callId

16777140origLegCallIdentifier

16777141destLegIdentifier

20000callingPartyNumber

20001origCalledPartyNumber

20001finalCalledPartyNumber

20001lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

2callSecuredStatus

300duration

2. 認証された通話：20000-20001間の通話は認証されます（暗号化されません）。双方が 10分
間話します。

CDRフィールド名

103globalCallID_callId

16777142origLegCallIdentifier

16777143destLegIdentifier

20000callingPartyNumber

20001origCalledPartyNumber

20001finalCalledPartyNumber
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CDRフィールド名

20001lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

1callSecuredStatus

600duration

発信側の正規化
この機能により、Unified Communications Manager の国際化用エスケープコード「+」のサポート
が提供されます。この追加により、デュアルモード電話のダイヤル機能が強化され、地理的に離

れた場所にいる会社のコールバックが改善されます。

callingPartyNumber、originalCalledPartyNumber、finalCalledPartyNumber、lastRedirectDNフィー
ルドおよび新しいフィールド outpulsedCallingPartyNumberおよび outpulsedCalledPartyNumber
のCDRに「+」が含まれる場合があります。発信側の正規化/ローカリゼーションが行われた場合
にのみ、デバイスは、アウトパルスした発信側番号をコール制御にレポートします。発信側の正

規化/ローカリゼーションが発生した場合、アクションは CDRの新しいフィールド
outpulsedCallingPartyNumberに記録されます。

発信側の正規化 CDRの例

1. ダラスの PSTNから会社の電話に電話が発信されます。 7桁の発信番号には 5001212が含まれ
ます。ダラスの市外局番は972です。発信側のトランスフォーメーションには+1972が含まれ
ます。 CDRの callingPartyNumberフィールドには +1 972 500 1212 (グローバル形式)が含まれ
ます。新しいフィールド outpulsedCallingPartyNumberには、ローカライズされた番号 500
1212が含まれます。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

+19725001212callingPartyNumber

5001212outpulsedCallingPartyNumber

60duration
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1. 会社の電話からダラスのPSTNに電話が発信されます。会社の電話の内線番号は 12345、完全
な電話番号は 9725002345です。発信側トランスフォーメーションは、外線電話番号マスク機
能をチェックします。 CDRの callingPartyNumberフィールドには +1 972 500 2345 (グローバ
ル形式)が含まれます。新しいフィールド outpulsedCallingPartyNumberには、ローカライズ
された番号 9725002345が含まれます。

値フィールド名

2globalCallID_callId

102origLegCallIdentifier

103destLegIdentifier

+19725002345callingPartyNumber

9725002345outpulsedCallingPartyNumber

60duration

ビジーや無効な接続先へのコール
システムはこれらすべての通話を通常の通話としてログに記録し、関連するすべてのフィールド

にはデータが含まれます。 [発信側または着信側の原因（Calling or Called Party Cause）]フィール
ドには、通話がつながらない理由を示す原因コードが含まれ、[着信側 IP（Called Party IP）]およ
び [接続日時（Date/Time Connect）]フィールドは空白のままです。システムは、継続時間がゼロ
の通話がログに記録されない場合でも（CdrLogCallsWithZeroDurationFlagが Trueまたは False、継
続時間がゼロ、DateTimeConnectの値がゼロの場合）、すべての失敗した通話をログに記録しま
す。

失敗したコール CDRの例

1. PSTN番号に発信するが、通話者はすでに通話中です (原因 17 =ユーザーは話中)

CDRフィールド名

3globalCallID_callId

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

0origCause_Value

17dest_CauseValue

CDR例
31

CDR例

ビジーや無効な接続先へのコール



CDRフィールド名

0duration

2. PSTN番号にコールが行くが、その番号は存在しない（原因コード 1 =番号が利用できない）

CDRフィールド名

4globalCallID_callId

302origLegCallIdentifier

303destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

1origCause_Value

0dest_CauseValue

0duration

3. PSTNトランクが故障しているため、PSTNへの発信が失敗します（原因 38 =ネットワークが
故障中）。

CDRフィールド名

5globalCallID_callId

304origLegCallIdentifier

305destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

0origCause_Value

38dest_CauseValue

0duration

C割り込み
cBarge機能は、電話会議機能と非常によく似た動作をします。共有回線で cBarge機能を使用する
場合、origCalledPartyNumber、finalCalledPartyNumber、lastRedirectDnが電話会議ブリッジの
番号「b00...」を示します。 . . '.リダイレクトと参加 [OnBehalfOf]フィールドの値は電話会議 =
4、[リダイレクト理由（redirect reason）]フィールドの値は電話会議 = 98です。
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C割り込み CDRの例

40003が 40001に発信し、40001が応答します。別の電話の 40001（共有回線）が cBargeボタンを
押します。

最終コール CDRcBargeコール CDR 3cBargeコール CDR 2cBargeコール CDR 1元のコール CDRフィールド名

4949494949globalCallID_callId

16773471677346167734716773481677346origLegCallIdentifier

16773461677352167735116773531677347destLegIdentifier

4000140003400014000140003callingPartyNumber

40003b0029901001b0029901001b002990100140001originalCalledPartyNumber

40003b0029901001b0029901001b002990100140001finalCalledPartyNumber

b00299010014000140001b002990100140001lastRedirectDn

1639321639321616393216origCause_Value

03932163932160393216dest_CauseValue

09898980origCalledPartyRedirectReason

989898980lastRedirectRedirectReason

4444destTerminationOnBehalfOf

444origCalledRedirectOnBehalfOf

4444lastRedirectRedirectOnBehalfOf

4444joinOnBehalfOf

11677722016777220167772200会話 ID

36036036060duration

コメント

元のコール CDR

ConfControllerDn=40003;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBDcBargeコール CDR 1

ConfControllerDn=40003;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBDcBargeコール CDR 2

ConfControllerDn=40003;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBDcBargeコール CDR 3

ConfControllerDn=40003;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBD最終コール CDR

CDR例
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クライアント識別コード（CMC）
CMC機能が呼び出されると、システムは顧客事項コードをCDRに書き込みます。clientMatterCode
フィールドには、発信者が入力する顧客事項コードが含まれます。

CMC CDRの例

10000が 2142364624を呼び出しました。ユーザーは顧客事項コードの入力を求められ、11111を
入力します。発信者は通話に応答し、その後 10分間会話します。

値フィールド名

101globalCallID_callId

16777130origLegCallIdentifier

16777131destLegIdentifier

10000callingPartyNumber

2142364624origCalledPartyNumber

2142364624finalCalledPartyNumber

2142364624lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

11111clientMatterCode

600duration

CMCの例 2

CMCを使用したブラインド会議:

1. 136201から 136111に発信しました。

2. 136111が応答し、数秒間話します。

3. 136201が [電話会議（Conference）]ソフトキーを押して、136203にダイヤルします。

4. ユーザーは CMCコードの入力を求められるので、ユーザーは 125を入力します。CMCコー
ド 125はレベル 1として構成され、Forward_CMCという名前が与えられます。

5. 136203の呼び出し音が鳴っている間に、136201は [電話会議（Conference）]ソフトキーを押
して会議を確立します。

6. 136203が着信に応答します。

CDR例
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7. 電話会議に参加している 3人のメンバーは、しばらく会話をします。

8. 136111が電話を切り、電話会議には 136201と 136203が残ります。電話会議には 2人の参加
者しかいないため、電話会議の機能がこれら 2人を直接つなげ、数秒間会話します。

最終の CDR電話会議
CDR 3

電話会議
CDR 2

電話会議 CDR
1

コールCDR
のセット

アップ

元の

コール
CDR

FieldNames

600276002560025600256002660025globalCallID_callId

237045272370452623704522237045232370452423704522origLegCallIdentifier

237045282370453223704530237045312370452623704523destLegIdentifier

136201136203136201136111136201136201callingPartyNumber

136203b00105401002b00105401002b00105401002136203136111origCalledPartyNumber

136203b00105401002b00105401002b00105401002136203136111finalCalledPartyNumber

136203136201136201136201136203136111lastRedirectDn

0393216393216160393216origCause_Value

163932163932163932160393216dest_CauseValue

転送_CMCauthCodeDescription

000010authorizationLevel

48253232020時間（Duration）

125authorizationCode

CMCがこのコールに使用されるため、ゼロ継続時間であっても、この例のセットアップコール
CDRが生成されます。

Note

会議コール
電話会議の一部である通話について、複数の記録がログに記録されます。生成されるCDRレコー
ドの数は、電話会議の参加者の数によって異なります。電話会議の参加者ごとに 1つの CDRが
存在します。元の発信コールに対するCDR 1つ、他の参加者を電話会議に参加させるために使用
される各セットアップコールに対する CDR 1つ、そして電話会議で接続された最後の 2人の当事
者に対する CDR 1つ。 3者間のアドホック電話会議には、6つの CDRが存在します。元のコール
に対する CDR 1つ、電話会議に接続される各当事者に対する CDR 3つ、各セットアップコールに
対する CDR 1つ、会議の最後の 2人の当事者に対する CDR 1つです。発信レッグ IDと着信レッ
グ IDを調べることで、セットアップコールを電話会議の正しいコールレッグに関連付けること
ができます。
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会議ブリッジデバイスは、UnifiedCommunicationsManagerにとって特別な意味を持ち、会議ブリッ
ジへのコールは、会議ブリッジデバイスへのコールとして表示されます。特別な番号の形式

“b0019901001”が電話会議ブリッジポートを示します。レコードは、実際の方向に関係なく、電
話会議ブリッジへのすべてのコールを表示します。しかし、セットアップコールCDRを調べるこ
とで、各コールの元の方向を判別することができます。

会議のコントローラー情報は、CDRのコメントフィールドで確認できます。この情報の形式は次
のとおりです。

コメントフィールド = “ConfControllerDn=1000;ConfControllerDeviceName=SEP0003”

•電話会議の管理者の DN +電話会議の管理者のデバイス名で、電話会議の管理者を一意に識
別します。共有回線の場合、システムはデバイス名を必要とします。

•通話が複数の電話会議に関与している場合、コメントフィールドには複数の電話会議管理者
情報が含まれます。この状況は、電話会議が 2者に減少したとき、そしてその片方の当事者
が別の電話会議を開始するときに発生します。この場合、コメントフィールドの最後の

conference controller informationによって電話会議管理者が識別されます。

電話会議に接続されているコールレッグには、次の情報フィールドが含まれます。

• finalCalledPartyNumberフィールドには、電話会議ブリッジの番号 “b0019901001”が含まれ
ます。

• origCalledPtyRedirectOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）に設定されます。

• lastRedirectRedirectOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）にセットされます。

• joinOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）にセットされます。

• commentフィールドでは、会議コントローラを指定します。

• destConversationID フィールドは、電話会議のすべてのメンバーで変わりません。この
フィールドを使用して、電話会議のメンバーを識別することができます。

元の発信コールと、パーティを電話会議に参加させるために使用されたすべてのセットアップコー

ルには、次の特性があります。

• origCallTerminationOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）に設定されます。

• destCallTerminationOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）に設定されます。

電話会議の CDRの例

•コールは 2001から 2309に移ります。

• 2309が応答し、60秒間発言します。

• 2001が [電話会議（Conference）]ソフトキーを押して、3071111にダイヤルします。

• 307111が応答し、20秒間話します; 2001が電話会議ソフトキーを押して電話会議を完了しま
す。
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•電話会議の 3人のメンバーは 360秒間話しました。

3071111が電話を切り、2001と 2309が電話会議に残ります。電話会議に残っている参加者が 2
人になっているため、電話会議機能によりこの 2人が直接参加し、さらに 55秒間会話します。

各会議のコールレッグが、会議ブリッジへの発信として表示されます。システムは、通話の実際

の方向に関係なく、通話をブリッジへの通話として表示します。

Note

最終の CDR電話会議 CDR 3電話会議 CDR 2電話会議 CDR 1コールCDRのセッ
トアップ

元のコール CDRフィールド名

111121globalCallID_callId

101106102101105101origLegCallIdentifier

102117116115106102destLegIdentifier

200130711112309200120012001callingPartyNumber

2309b0029901001b0029901001b002990100130711112309originalCalledPartyNumber

2309b0029901001b0029901001b002990100130711112301finalCalledPartyNumber

b0029901001b0029901001b0029901001b002990100130711112001lastRedirectDn

16393216393216160393216origCause_Value

03932163932163932160393216dest_CauseValue

000000origCalledPartyRedirectReason

9800000lastRedirectRedirectReason

124121244origTerminationOnBehalfOf

440044destTerminationOnBehalfOf

044400origCalledRedirectOnBehalfOf

444400lastRedirectRedirectOnBehalfOf

444400joinOnBehalfOf

011100会話 ID

553603603602060duration

コメント

元のコール CDR

ConfControllerDn=2001;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBDコール CDRのセットアップ

ConfControllerDn=2001;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBD電話会議 CDR 1
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コメント

ConfControllerDn=2001;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBD電話会議 CDR 2

ConfControllerDn=2001;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBD電話会議 CDR 3

最終の CDR

運用上の要因

電話会議の CDRには、主に次の 3つの運用上の要因があります。

1. 電話会議が2者に減少すると、2者は直接接続し、電話会議リソースを解放します。この変更
により、電話会議に参加した最後の 2者の間のコールに対して追加の CDRが生成されます。

例えば、4名の参加者（Amy、Dustin、Spencer、Ethan）が電話会議で接続し、Ethanが電話を
切ると、3名の参加者（Amy、Dustin、Spencer）だけが会議ブリッジに接続されたままです。
Spencerが電話を切ると、電話会議にはAmyとDustinの2人だけが残ります。システムはAmy
とDustinを直接結びつけ、会議リソースが解放されます。AmyとDustinに直接参加すること
で、電話会議に最後の 2人の参加者の間に追加の CDRが作成されます。

2. システムは、CDRのコメントフィールドに会議のコントローラー情報を追加します。この情
報は会議のコントローラーを識別します。誰が会議のコントローラーであるかを判断するた

めに、打診コールを調べる必要はありません。次の例は、この情報を示しています。

コメントフィールド = “ConfControllerDn=1000;ConfControllerDeviceName=SEP0003E333FEBD”

•電話会議の管理者のDN +電話会議の管理者のデバイス名で、電話会議の管理者を一意に
識別します。共有回線の場合はデバイス名が必要です。

•通話が複数の電話会議に関与している場合、コメントフィールドには複数の電話会議管理
者情報が含まれます。この状況は、電話会議が 2者になったときに、どちらかが別の電
話会議を開始した場合に発生します。この場合、コメントフィールドの最後のconference
controller informationによって電話会議管理者が識別されます。

3. 参加者を追加した側 (要求側)がCDRコメントフィールドに表示されます。要求者情報のタグ
には、ConfRequestorDnおよび ConfRequestorDeviceNameが含まれます。参加者の削除を要求
した側 (ドロップ要求者)は、[CDRコメント]フィールドに表示されます。ドロップ要求者情
報のタグには、DropConfRequestorDnおよび DropConfRequestorDeviceNameが含まれます。

電話会議の一部である通話には、複数の記録があります。生成される CDRの数は、電話会議の
参加者の数によって異なります。電話会議の参加者ごとに 1つのCDRが存在します。1つのCDR
は元の発信済みコール用に、1つの CDRは他の参加者を電話会議に参加させるために使用される
各セットアップコール用に存在します。したがって、三者によるアドホック会議には、6つの
CDRが存在します。

•元のコール用の 1つの CDR。

•電話会議に接続されている通話者用の 3つの CDR。
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•セットアップコールごとに 1つの CDR。

•電話会議の最後の 2通話者に対して 1 CDR。

コールレッグのセットアップは、callinglegIDおよび calledlegIDを調べることで、電話会議の正し
いコールレッグに関連付けることができます。

Unified CommunicationsManagerにとって、会議ブリッジデバイスは特別な意味を持ちます。会議
ブリッジへの通話は、電話会議ブリッジデバイスへの通話として表示されます。特別な番号の形

式 “b0019901001”が電話会議ブリッジポートを示します。実際の方向に関係なく、すべての通話
が会議ブリッジ“に”表示されます。各通話の元の方向は、セットアップコールCDRを調べること
で判断できます。

電話会議に接続されているコールレッグは、これらのフィールドに次の値を持っています。

• finalCalledPartyNumber：電話会議ブリッジ “b0019901001”を示します。

• origCalledPartyRedirectOnBehalfOf：電話会議に設定します（4）。

• lastRedirectRedirectOnBehalfOf：電話会議に設定します (4)。

• joinOnBehalfOf：電話会議に設定します（4）。

•コメント—電話会議の管理者を識別します。

最初に発信されたコール、およびパーティを電話会議に参加させるために使用されるすべてのセッ

トアップコールは、フィールドに次の値を持ちます。

• origCallTerminationOnBehalfOf：会議（4）に設定します。

• destCallTerminationOnBehalfOf：会議（4）に設定します。

開催中の会議コール
この機能により、外部と内部の両方の発信者が、開催中の会議の IVRディレクトリ番号をダイヤ
ルして電話会議に参加できます。音声自動応答 (IVR)アプリケーションは、アナウンスを再生し、
発信者が入力したDTMF番号を収集することで、発信者が電話会議に参加するようにガイドしま
す。

開催中の会議機能を使用した電話会議では、1回のコールの複数の CDRレコードがログに記録さ
れます。生成される CDRレコードの数は、電話会議の参加者の数によって異なります。電話会
議の参加者ごとに 1つのCDRが存在します。1つのCDRは元の発信済みコール用に、1つのCDR
は会議ブリッジに参加させるために使用される各セットアップコール用に存在します。 2者によ
る今すぐ電話会議の場合、4つの CDRが存在します。元のコールに対する2つのCDRと、電話会
議ブリッジに接続される各当事者に対する 2つのCDRです。

会議ブリッジデバイスは、UnifiedCommunicationsManagerにとって特別な意味を持ち、会議ブリッ
ジへのコールは、会議ブリッジデバイスへのコールとして表示されます。 “b00105401006”という
形式の特別な番号は、会議ブリッジのポートを示します。レコードは、実際の方向に関係なく、
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電話会議ブリッジへのすべてのコールを表示します。しかし、セットアップコールCDRを調べる
ことで、各コールの元の方向を判別することができます。

開催中の会議の主催者情報は、CDRのコメントフィールドで確認できます。コメントフィール
ドは、通話をCFBにリダイレクトする場合にのみ入力されます。この情報の形式は次のとおりで
す。

コメントフィールド = “ConferenceNowHostId =john; ConferenceNowMeetingNumber=136136”。

ConferenceNowHostId+ConferenceNowMeetingNumberは、開催中の会議の情報を一意に識別しま
す。

電話会議に接続されているコールレッグには、次の情報フィールドが含まれます。

•最終的な CalledPartyNumberフィールドには、電話会議ブリッジ番号 “b00105401006”が入り
ます。IVR接続時の最初のコールの場合の、最終的な CalledPartyNumberフィールドには、
IVRディレクトリ “c00124401001”番号が入ります。

• origCalledPtyRedirectOnBehalfOfフィールドが（ミートミー電話会議インターセプト=7）に設
定されています。

• lastRedirectRedirectOnBehalfOfフィールドが（ミートミー電話会議インターセプト = 7）に設
定されています。

• joinOnBehalfOfフィールドが（ミートミー電話会議インターセプト = 7）に設定されていま
す。

•コメントフィールドは ConfrenceNowHostIdと ConferenceNowMeetingNumberを識別します。

• destConversationIdフィールドは、電話会議のすべてのメンバーで同じです。このフィールド
を使用して、電話会議のメンバーを識別することができます。

元の発信コールと、パーティを電話会議に参加させるために使用されたすべてのセットアップコー

ルには、次の特性があります。

• origCallTerminationOnBehalfOfフィールドが（ミートミー電話会議インターセプト = 7）に設
定されています。

• destCallTerminationOnBehalfOfフィールドが（ミートミー電話会議インターセプト = 7）に設
定されています。

ConferenceNow CDRの例

次の表にはシナリオの CDRの例が含まれています。

•ユーザー A（139139）は、電話番号 1010の開催中の会議の会議ブリッジに発信します。

•ユーザー A（139139）は IVRに接続し、IVRがミーティング番号を要求します。

•ユーザー A（139139）は、ミーティング番号 “ 136136”の後に #をダイヤルします。

•ユーザー A（139139）は出席者として参加します。そのため、#を押し、続けて出席者アク
セスコードを入力し、#を押します。

CDR例
40

CDR例

開催中の会議コール



•ユーザー A（139139）は保留音（MoH）に設定されます。

•ユーザー B（136136）は、今すぐ電話会議の電話番号 1010をダイヤルします。

•ユーザー B (136136)は IVRに接続し、IVRはミーティング番号を要求します。

•ユーザー B（136136）はミーティング番号をダイヤルした後に #を押します。

•ユーザー B (136136)は主催者 PINを入力し、続いて #を入力します。その際、ユーザーは主
催者として電話会議に参加します。

•出席者と主催者の両方が会議ブリッジにリダイレクトされ、電話会議に接続されます。

電話会議 CDR 2元のコール CDR2電話会議 CDR 1元のコール CDR1フィールド名

47003470034700247002globalCallID_callId

20795098207950982079509320795093origLegCallIdentifier

20795103207951012079510420795096destLegIdentifier

136136136136139139139139callingPartyNumber

1010101010101010originalCalledPartyNumber

b00105401006c00124401001b00105401006c00124401001finalCalledPartyNumber

c001244010011010c001244010011010lastRedirectDn

160160origCause_Value

0000dest_CauseValue

0000origCalledPartyRedirectReason

0000lastRedirectRedirectReason

127127origTerminationOnBehalfOf

7777destTerminationOnBehalfOf

0000origCalledRedirectOnBehalfOf

7070lastRedirectRedirectOnBehalfOf

7070joinOnBehalfOf

168092170168092170会話 ID

9102014duration

コメント

元のコール CDR 1

ConferenceNowHostID=Rishi;ConferenceNowMeetingNumber=136136電話会議 CDR 1

元のコール CDR 2
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コメント

ConferenceNowHostID=Rishi;ConferenceNowMeetingNumber=136136電話会議 CDR 2

電話会議から参加者を削除する
電話会議での任意参加者ドロップ機能は、新しい原因コード以外は他のコールと同じように見え

るコールを終了します。原因コードは、この機能が切断するコールを識別します。

会議から任意の参加者をドロップする CDRの例

次の表は、電話会議に接続され、この機能によってドロップされるコールのCDRの例を示してい
ます。

最後にリダイ

レクトした側

最終着信

パーティ

ション

最終着信

側

接続先の

原因

コール

レッグ

元の着信

パーティ

ション

元の原因元の着信側Calling

パーティ

ション

Calling

側

2001MKTG230916102MKTG02309ACNTS2001

b0029901001b00299010010115MKTG162309ACNTS2001

b0029901001b00299010011281160b0029901001ACNTS2309

b0029901001b0029901001011716b0029901001PSTN3071111

30711111PSTN30711110106PSTN162309ACNTS2001

時間

（Duration）
OnBehalfOfに
よる参加

OnBehalfOfに
よる最後のリ

ダイレクト先

へのリダイレ

クト

OnBehalfOfに
よる元の着信

側のリダイレ

クト

OnBehalfOfに
よる接続先終

了

OnBehalfOfに
よる元のコー

ル終了

元の会話 ID

60000440

3604440121

2004440131

360444441

20000440
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転送中の元の発信者

DTMF方式
これらのフィールドは、コールに使用されるデュアルトーン複数周波数 (DTMF)方式を識別しま
す。

DTMF CDRの例

1. 非優先設定の例：この通話中に使用される DTMF方式は、[優先なし/最善を尽くす（No
Preference/Best Effort）]です。この通話が 1分間接続されます。

CDRフィールド名

200globalCallID_callId

16777500origLegCallIdentifier

16777501destLegIdentifier

20000callingPartyNumber

20001origCalledPartyNumber

20001finalCalledPartyNumber

20001lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

0origDTMFMethod

0destDTMFMethod

60duration

1. 優先OOBの例：この通話中に使用される DTMF方式が OOB優先です。この通話は 1分間接
続されています。

CDRフィールド名

201globalCallID_callId

16777502origLegCallIdentifier

16777503destLegIdentifier

20000callingPartyNumber
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CDRフィールド名

20001origCalledPartyNumber

20001finalCalledPartyNumber

20001lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

1origDTMFMethod

1destDTMFMethod

60duration

エンドツーエンド通話トレース
エンドツーエンド通話トレース機能は、Unified CM、Cisco IOSゲートウェイ、その他の製品な
ど、複数の Cisco音声製品を経由する通話のトレースを容易にします。

エンドツーエンド通話トレースの例

1. H323 -発信側 1003は H.323トランク経由で 1004に発信します。

値フィールド名

1cdrRecordType

1globalCallID_callManagerId

32009globalCallID_callId

19654113origLegCallIdentifier

1221263718dateTimeOrigination

1origNodeId

0origSpan

1897990154origIpAddr

1004callingPartyNumber

16origCause_value

4origPrecedenceLevel

1897990154origMediaTransportAddress_IP
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値フィールド名

19824origMediaTransportAddress_Port

4origMediaCap_payloadCapability

20origMediaCap_maxFramesPerPacket

19654114destLegIdentifier

1destNodeId

19654114destSpan

424630538destIpAddr

1003originalCalledPartyNumber

1003finalCalledPartyNumber

0destCause_value

4destPrecedenceLevel

-1759442934destMediaTransportAddress_IP

27508destMediaTransportAddress_Port

4destMediaCap_payloadCapability

20destMediaCap_maxFramesPerPacket

1221263720接続日時

1221263721dateTimeDisconnect

1003lastRedirectDn

c8868f84-0f4e-452c-a814-bf97a7fe69fcPkid

1時間（Duration）

SEP003094C2B08CorigDeviceName

self-loopdestDeviceName

12origCallTerminationOnBehalfOf

0destCallTerminationOnBehalfOf

3origDTMFMethod

4destDTMFMethod

64origMediaCap_Bandwidth
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値フィールド名

64destMediaCap_Bandwidth

10.8.33.113origIpv4v6Addr

10.8.33.151destIpv4v6Addr

0IncomingProtocolID

IncomingProtocolCallRef

2OutgoingProtocolID

0053C43F6701B18C030004010A082171OutgoingProtocolCallRef

2. Q931：1004が Q931経由で 1003を呼び出します。

値フィールド名

1cdrRecordType

1globalCallID_callManagerId

32008globalCallID_callId

19654111origLegCallIdentifier

1221263350dateTimeOrigination

1origNodeId

2origSpan

122640650origIpAddr

1004callingPartyNumber

0origCause_value

4origPrecedenceLevel

122640650origMediaTransportAddress_IP

17218origMediaTransportAddress_Port

4origMediaCap_payloadCapability

20origMediaCap_maxFramesPerPacket

19654112destLegIdentifier

1destNodeId

0destSpan
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値フィールド名

-1759442934destIpAddr

1003originalCalledPartyNumber

1003finalCalledPartyNumber

16destCause_value

4destPrecedenceLevel

-1759442934destMediaTransportAddress_IP

23350destMediaTransportAddress_Port

4destMediaCap_payloadCapability

20destMediaCap_maxFramesPerPacket

1221263351接続日時

1221263352dateTimeDisconnect

1003lastRedirectDn

b576bd8d-9703-4f66-ae45-64ae5c04738ePkid

1時間（Duration）

BRI/S1/SU0/P1@nw052b-3640.cisco.comorigDeviceName

SEP003094C2D263destDeviceName

0origCallTerminationOnBehalfOf

12destCallTerminationOnBehalfOf

1origDTMFMethod

3destDTMFMethod

64origMediaCap_Bandwidth

64destMediaCap_Bandwidth

10.89.79.7origIpv4v6Addr

10.8.33.151destIpv4v6Addr

4IncomingProtocolID

01-1004-1003IncomingProtocolCallRef

0OutgoingProtocolID
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値フィールド名

OutgoingProtocolCallRef

Forced Authorization Code（FAC;強制承認コード）
FAC機能が呼び出されると、システムは認証の説明とレベルを CDRに書き込みます。セキュリ
ティ上の理由から、実際の認証コードは CDRに書き込まれません。

• authCodeDescriptionフィールドには認証コードの説明が含まれます。

• authorizationLevelフィールドには、認証コードに関連付けられた認証のレベルが含まれま
す。

FAC CDRの例 1

45000は 9728134987に電話します。システムはユーザーに認証コードを求め、12345を入力しま
す。FACコード 12345はレベル 1と名前 Legal1として設定されます。発信者は呼び出しに応答
し、2分間通話します。

値フィールド名

100globalCallID_callId

16777123origLegCallIdentifier

16777124destLegIdentifier

45000callingPartyNumber

9728134987origCalledPartyNumber

9728134987finalCalledPartyNumber

9728134987lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

リーガル 1authCodeDescription

1authorizationLevel

120duration

12345authorizationCode
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FACを使用して通話をセットアップする場合、通話が別の発信者にリダイレクトされる前に、す
べての未応答の通話のセットアップコールレッグに対して CDRが書き込まれるようになりまし
た。

この通話にはメディアが接続されていないため、応答のない通話には接続時間はありません。

CDRは、通話に FACが存在する場合、サービスパラメータ CdrLogCallsWithZeroDurationFlag
に関係なくログされます。

Note

FAC例 2

FACを使用したブラインド会議：

1. 136201から 136111に発信しました。

2. 136111が応答し、数秒間話します。

3. 136201が [電話会議（Conference）]ソフトキーを押して、136203にダイヤルします。

4. ユーザーは FACコードの入力を求められますが、ユーザーは 124を入力します。FACコード
124はレベル 1として構成され、Forward_FACとして名前が与えられます。

5. 136203の呼び出し音が鳴っている間に、136201は [電話会議（Conference）]ソフトキーを押
して会議を確立します。

6. 136203が着信に応答します。

7. 電話会議に参加している 3人のメンバーは、しばらく会話をします。

8. 136111が電話を切り、電話会議には 136201と 136203が残ります。電話会議には 2人の参加
者しかいないため、電話会議の機能がこれら 2人を直接つなげ、数秒間会話します。

最終の CDR電話会議CDR
3

電話会議
CDR 2

電話会議
CDR 1

コール

CDRの
セット

アップ

元のコー

ル CDR
FieldNames

600176001560015600156001660015globalCallID_callId

237043772370437623704372237043732370437423704372origLegCallIdentifier

237043782370438223704380237043812370437623704373destLegIdentifier

136201136203136201136111136201136201callingPartyNumber

136203b00105401002b00105401002b00105401002136203136111origCalledPartyNumber

136203b00105401002b00105401002b00105401002136203136111finalCalledPartyNumber

136203136201136201136201136203136111lastRedirectDn

0393216393216160393216origCause_Value
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最終の CDR電話会議CDR
3

電話会議
CDR 2

電話会議
CDR 1

コール

CDRの
セット

アップ

元のコー

ル CDR
FieldNames

163932163932163932160393216dest_CauseValue

転送 FACauthCodeDescription

000010authorizationLevel

38323737018時間（Duration）

124authorizationCode

FACがこのコールに使用されるため、この例のセットアップコール CDRは継続時間がゼロであ
る場合でも生成されます。

Note

転送またはリダイレクトされた通話
転送されたコールは、単一のCDRを生成し、発信者、元の呼び出し番号、最後のリダイレクト番
号、最終着信番号、および関連するパーティションを表示します。コールが 2回以上転送される
場合、中間の転送パーティは CDRに入力されません。

着信の転送は、いくつかの条件 (常時、通話中、応答なし)で発生します。コールが転送される条
件は、CDRに記録されません。

転送された通話のCDRは、originalCalledPartyNumberフィールドと originalCalledPartyNumberPartition
フィールドを除き、通常の通話の CDRと一致します。これらのフィールドには、発信者が最初
にダイヤルした接続先のディレクトリ番号とパーティションが含まれます。通話が転送された場

合、finalCalledPartyNumberおよび finalCalledPartyNumberPartitionフィールドは異なり、通話の最
終的な宛先のディレクトリ番号とパーティションを含みます。

また、コールが転送されると、lastRedirectDnおよび lastRedirectDnPartitionフィールドには、コー
ルを最後に転送またはリダイレクトした電話のディレクトリ番号とパーティションが含まれます。

着信転送は、転送コールプリミティブを使用して、通話を転送します。転送コールプリミティブ

を使用する機能には、同様の CDRがあります。コール転送の重要な CDRフィールドの一部を次
に示します。

• originalCalledPartyNumberには元の着信側の番号が含まれます。

• finalCalledPartyNumberは着信に応答した番号を示します。

• lastRedirectDnフィールドは、最後のリダイレクトを行った番号を指定します。
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• origCalledPartyRedirectReasonは、通話が最初にリダイレクトされた理由を示します。通話
の転送の場合、このフィールドには話中の通話の転送=1、無回答の転送=2、すべて転送=15
を指定できます。

• lastRedirectRedirectReasonは、前回通話がリダイレクトされた理由を示します。通話の転送
の場合、このフィールドには話中の通話の転送=1、無回答の転送=2、すべて転送=15を指定
できます。

• origCalledPartyRedirectOnBehalfOfフィールドは、最初のリダイレクトで通話をリダイレク
トする機能を識別します。着信の転送の場合、このフィールドは 5 (着信の転送)と指定され
ます。

• lastRedirectRedirectOnBehalfOfフィールドは、最後のリダイレクトで呼び出しをリダイレク
トする機能を指定します。着信の転送の場合、このフィールドは 5 (着信の転送)と指定され
ます。

コール転送の CDRの例

1. CFA：通話は PSTNから内線 2001に着信します。通話は 2309に転送（CFA）され、そこで応
答され、2分間の通話が行われます。

CDRフィールド名

12345globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

102destLegIdentifier

9728134987callingPartyNumber

2001originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2001lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

15origCalledPartyRedirectReason

15lastRedirectRedirectReason

5origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

5lastRedirectRedirectOnBehalfOf

120duration
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2. 複数ホップの CFA & CFNA：通話は PSTNから内線 1000に着信します。コールは 2000に転
送されます（CFA）。その後、通話は（6000）ボイスメッセージシステムに転送（CFNA）さ
れ、発信者がメッセージを残します。

CDRフィールド名

12346globalCallID_callId

102origLegCallIdentifier

105destLegIdentifier

9728134987callingPartyNumber

1000originalCalledPartyNumber

6000finalCalledPartyNumber

2000lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

15origCalledPartyRedirectReason

2lastRedirectRedirectReason

5origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

5lastRedirectRedirectOnBehalfOf

15duration

3. 複数ホップ CFNA & CFB：通話は PSTNから内線 4444に着信します。コールは 5555に転送
されます（CFNA）。次に、それは 6666に転送（CFB）され、コールは 6666で応答され、30
秒間通話します。

CDRフィールド名

12347globalCallID_callId

106origLegCallIdentifier

108destLegIdentifier

9728134987callingPartyNumber

4444originalCalledPartyNumber

6666finalCalledPartyNumber

5555lastRedirectDn

16origCause_Value
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CDRフィールド名

0dest_CauseValue

2origCalledPartyRedirectReason

1lastRedirectRedirectReason

5origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

5lastRedirectRedirectOnBehalfOf

30duration

ハントリストのサポート

ハントリストの例

1. 応答通話 -この例では、通話はハントリストに移動され、ハントリストのメンバーが通話に応
答します。

• CiscoUnified IPPhone 3001、3002、3003、および 3004はハントリストに含まれています。
電話の表示名は、それぞれ 3001-Name、3002-Name、3003-Name、3004-Nameです。

•ハントパイロット2000はハントリストに関連付けられています。ハントパイロット2000
は 2000-Nameとしての表示名で設定されています。

•電話 1000がハントパイロット 2000をコールします。呼び出しは 3001で提供され、応答
されます。

Show Line Group Member DNの finalCalledPartyNumber CDRフィールドサービスパラメータが
Trueに設定されている場合、次の値が CDRに表示されます。

CDRフィールド名

1000callingPartyNumber

callingPartyNumberPartition

2000originalCalledPartyNumber

originalCalledPartyNumberPartition

3001finalCalledPartyNumber

finalCalledPartyNumberPartition

電話 1000origDeviceName

電話 3001destDeviceName

CDR例
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CDRフィールド名

2000huntPilotDN

huntPilotPartition

Show Line Group Member DN in finalCalledPartyNumber CDRフィールドサービスパラメータが
Falseに設定されている場合、表中の次の値が CDRに表示されます。

CDRフィールド名

1000callingPartyNumber

callingPartyNumberPartition

2000originalCalledPartyNumber

originalCalledPartyNumberPartition

2000finalCalledPartyNumber

finalCalledPartyNumberPartition

電話 1000origDeviceName

電話 3001destDeviceName

2000huntPilotDN

huntPilotPartition

1. 放棄または失敗したコール -この例では、コールはハントリストに移動し、ハントリストのメ
ンバーがコールを放棄するか失敗します。

• CiscoUnified IPPhone 3001、3002、3003、および 3004はハントリストに含まれています。

•ハントパイロット 2000はハントリストに関連付けられています。

•電話 1000がハントパイロット 2000をコールします。コールは 3001に転送され、応答さ
れませんでした。「最終呼び出し側の通話者番号 CDRフィールドに回線グループメン
バーDNを表示する」サービスパラメータが Trueに設定されている場合、CDRに表の次
の値が表示されます:

CDRフィールド名

1000callingPartyNumber

callingPartyNumberPartition

2000originalCalledPartyNumber

originalCalledPartyNumberPartition

2000finalCalledPartyNumber
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CDRフィールド名

finalCalledPartyNumberPartition

電話 1000origDeviceName

電話 3001destDeviceName

huntPilotDN

huntPilotPartition

7calledPartyPatternUsage

ハントグループメンバーのいずれかがコールに対して応答しなかった場合、finalCalledPartyNumber
フィールドにはハントパイロットDNが表示されます。番号は、回線グループメンバーの 1人が
呼び出しに応答したときにのみ、回線グループメンバーの DNを示します。

Note

コールに応答がないため、huntPilotDNは CDRで利用できません。 PatternUsage（7 =
PATTERN_HUNT_PILOT）フィールドが 7に設定され、コールがハントパイロットに対して行わ
れたことを示します。このサービスパラメータが有効な場合、finalCalledPartyNumberフィール
ドはメンバーハント DNを示し、originalCalledPartyNumberフィールドはハントパイロット DN
を示します。

Show Line Group Member DN in the finalCalledPartyNumber CDRフィールドサービスパラメー
タが Falseに設定されている場合、表中の次の値が CDRに表示されます。

CDRフィールド名

1000callingPartyNumber

callingPartyNumberPartition

2000originalCalledPartyNumber

originalCalledPartyNumberPartition

2000finalCalledPartyNumber

finalCalledPartyNumberPartition

電話 1000origDeviceName

電話 3001destDeviceName

huntPilotDN

huntPilotPartition

7calledPartyPatternUsage
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コールに応答がないため、huntPilotDNは CDRで利用できません。 PatternUsage（7 =
PATTERN_HUNT_PILOT）フィールドが 7に設定され、コールがハントパイロットに対して行わ
れたことを示します。サービスパラメータが有効ではない場合、finalCalledPartyNumberフィー
ルドはメンバーハント DNを示します。

H.239
Unified Communications Managerは H.239をサポートしています。この機能は、H.320ベースのシ
ステムで最大2つのビデオチャンネルを使用するための手順と、“[presentation（プレゼンテーショ
ン）]”または“[ライブ（live）]”の役割を持つ個々のチャンネルにラベルを付けるための手順を定
義します。この手順では、チャネルを処理するための要件と、通話におけるチャネルコンテンツ

の役割を示します。ロールラベルは、H.320および H.245シグナリングベースシステムの両方に
適用されます。

いくつかの新しい CDRフィールドは、発信元と接続先のデバイスの両方で 2番目のビデオチャ
ネルをサポートします。この CDRはこれらの新しいフィールドの例を提供します。

H.239 CDRの例

Aと Bが端末機能セット（TCS）で H.239機能を宣言し、一方または両方のエンドポイントが、
プレゼンテーションまたはビデオフィード用の H.239メカニズムの拡張ビデオチャネルを開始す
ると、新しい CDRフィールドは、ビデオコールの既存のフィールドに加えて、CDRに表示され
ます。

発信側 51234は、着信側 57890を呼び出します。103をH.264、187962284を 172.19.52.11, 288625580
を 172.19.52.17、352を 352Kとします。

CDRフィールド名

121globalCallID_callId

101origLegCallIdentifier

102destLegIdentifier

51234callingPartyNumber

57890originalCalledPartyNumber

57890finalCalledPartyNumber

57890lastRedirectDn

0origCause_Value

16destCause_Value

103origVideoCap_Codec

352origVideoCap_Bandwidth
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CDRフィールド名

0origVideoCap_Resolution

187962284origVideoTransportAddress_IP

2406origVideoTransportAddress_Port

103destVideoCap_Codec

352destVideoCap_Bandwidth

0destVideoCap_Resolution

288625580destVideoTransportAddress_IP

2328destVideoTransportAddress_Port

103origVideoCap_Codec_Channel2

352origVideoCap_Bandwidth_Channel2

0origVideoCap_Resolution_Channel2

187962284origVideoTransportAddress_IP_Channel2

2410origVideoTransportAddress_Port_Channel2

0origVideoChannel_Role_Channel2

103destVideoCap_Codec_Channel2

352destVideoCap_Bandwidth_Channel2

0destVideoCap_Resolution_Channel2

288625580destVideoTransportAddress_IP_Channel2

2330destVideoTransportAddress_Port_Channel2

0destVideoChannel_Role_Channel2

iLBC通話
インターネット低ビットレートコーデック（iLBC）は、フレーム損失の多いネットワークで音声
品質をスムーズに品質を下げることが可能です。 iLBCコールの場合、コーデックは
Media_Payload_ILBC = 86を指定します。

システムは iLBCコールの CDRに音声帯域幅フィールドを追加します。

定義フィールド名

この整数フィールドには音声帯域幅が含まれます。origMediaCap_bandwidth
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定義フィールド名

この整数フィールドには音声帯域幅が含まれます。destMediaCap_bandwidth

システムは、次の表に基づいて帯域幅フィールドに値を入力します。

帯域幅コーデック

64G711Alaw64k

56G711Alaw56k

64G711mu-law64k

56G711mu-law56k

64G722 64k

56G722 56k

48G722 48k

7G7231

16G728

8G729

8[G729AnnexA]

0Is11172AudioCap

0Is13818AudioCap

8G729AnnexB

8G729AnnexAwAnnexB

13GSMフルレート

7GSMハーフレート

13GSM拡張フルレート

256広帯域 256K

64データ 64k

56データ 56k

32G7221 32K

24G7221 24K

256AAC-LD（mpeg4-generic）
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帯域幅コーデック

128AAC-LD (MP4A-LATM) 128K

64AAC-LD (MP4A-LATM) 64K

56AAC-LD (MP4A-LATM) 56K

48AAC-LD (MP4A-LATM) 48K

32AAC-LD (MP4A-LATM) 32K

24AAC-LD (MP4A-LATM) 24K

13GSM

15または 13iLBC

32iSAC

8XV150 MR 729A

8NSE VBD 729A

iLBC Call CDRの例

この例は、iLBCコーデックでの通話に適用されます。

iLBC CDRフィールド名

121globalCallID_callId

101origLegCallIdentifier

102destLegIdentifier

51234callingPartyNumber

57890originalCalledPartyNumber

57890finalCalledPartyNumber

57890lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

86origMediaCap_payloadCapability

15origMediaCap_Bandwidth

86destMediaCap_payloadCapability

15destMediaCap_Bandwidth
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[Intercompany Media Engine (IME)]

成功した IME呼び出し

PSTNへの発信が行われます。ゲートウェイは学習した IMEルートにそれを持ち、通話は IMEト
ランクに拡張されます。通話は IMEトランクを通じて正常にルーティングされました。

CDRフィールド名

3globalCallID_callId

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

30lastRedirectRedirectOnBehalfOf

0lastRedirectRedirectReason

10duration

IMEトランクの拒否による IME呼び出しの失敗

PSTNへの発信が行われます。ゲートウェイは学習した IMEルートにそれを持ち、通話は IMEト
ランクに拡張されます。 IMEトランクはコールを拒否し、コール処理はコールを PSTNにリダイ
レクトしないため、コールは拒否されます。 IMEトランクが拒否された理由に応じて、異なる
lastRedirectRedirectReasonがレポートされます。

CDRフィールド名

3globalCallID_callId

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

30origTerminationOnBehalfOf

30lastRedirectRedirectOnBehalfOf

496 OR 512 OR 528 OR 544 OR 560 OR 576 OR
592 OR 608 OR 624 OR 640 OR 656 OR 672 OR
688 OR 704

lastRedirectRedirectReason
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CDRフィールド名

31origCause_Value

0duration

IMEトランクの拒否により、IMEコールが PSTNにリダイレクトされました

PSTNへの発信が行われます。ゲートウェイは学習した IMEルートにそれを持ち、通話は IMEト
ランクに拡張されます。 IMEトランクが通話を拒否し、通話処理によって通話が PSTNにリダイ
レクトされるため、通話が拒否されます。 IMEトランクが拒否された理由に応じて、異なる
lastRedirectRedirectReasonがレポートされます。

CDRフィールド名

3globalCallID_callId

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

30lastRedirectRedirectOnBehalfOf

496 OR 512 OR 528 OR 544 OR 560 OR 576 OR
592 OR 608 OR 624 OR 640 OR 656 OR 672 OR
688 OR 704

lastRedirectRedirectReason

10duration

IME呼び出しは IMEトランクを通して成功裏にルーティングされ、QoSの質が低いためPSTNに
フォールバックしました。

PSTNへの発信が行われます。ゲートウェイは学習した IMEルートにそれを持ち、通話は IMEト
ランクに拡張されます。通話は IMEトランク経由でルーティングされます。悪い QoSは後で検
出され、通話は PSTNにフォールバックします。

この場合、2つの CDRが生成されます。1つは IME通話、もう 1つは PSTNへのフォールバック
の通話のためです。

Table 1: IME通話の場合

CDRフィールド名

3globalCallID_callId

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier
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CDRフィールド名

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

30OrigTerminationOnBehalfOf

30lastRedirectRedirectOnBehalfOf

132origCause_value

5duration

Table 2: PSTN通話へのフォールバック

CDRフィールド名

3globalCallID_callId

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

31lastRedirectRedirectOnBehalfOf

31joinOnBehalfOf

722lastRedirectRedirectReason

5duration

PSTNフェールバックコールケース 1を解決する

PSTNへの発信が行われます。ゲートウェイは学習した IMEルートにそれを持ち、通話は IMEト
ランクに拡張されます。通話は IMEトランク経由でルーティングされます。悪い QoSは後で発
見され、PSTNへのフォールバックが開始されます。通話がPSTNゲートウェイにより拒否されま
した。通話は、通話を終了するフォールバックマネージャによってインターセプトされます。

IME通話はそのまま残ります。

この場合、2つの CDRが生成されます。1つは IME通話、もう 1つは PSTNへのフォールバック
の通話のためです。

Table 3: IME通話の場合

CDRフィールド名

3globalCallID_callId
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CDRフィールド名

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

30lastRedirectRedirectOnBehalfOf

0lastRedirectRedirectReason

5duration

Table 4: PSTN通話へのフォールバック

CDRフィールド名

3globalCallID_callId

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

31OrigTerminationOnBehalfOf

既存の PSTN GW原因コードorigCause_value

0duration

PSTNフェールバックコールケース 2を解決する

PSTNへの発信が行われます。ゲートウェイは学習した IMEルートにそれを持ち、通話は IMEト
ランクに拡張されます。通話は IMEトランク経由でルーティングされます。悪い QoSは後で発
見され、PSTNへのフォールバックが開始されます。 IME通話へのリンクが見つかりません。通
話は、通話を終了するフォールバックマネージャによってインターセプトされます。 IME通話は
そのまま残ります。

この場合、2つの CDRが生成されます。1つは IME通話、もう 1つは PSTNへのフォールバック
の通話のためです。

Table 5: IME通話の場合

CDRフィールド名

3globalCallID_callId
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CDRフィールド名

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

30lastRedirectRedirectOnBehalfOf

0lastRedirectRedirectReason

5duration

Table 6: PSTN通話へのフォールバック

CDRフィールド名

3globalCallID_callId

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9728134987originalCalledPartyNumber

31OrigTerminationOnBehalfOf

133または 134または既存の原因コードorigCause_value

0duration

即時転送 (ボイスメッセージシステムへ)
即時転送 (IDivert)は、3つの異なるコール状態で起動されます。

•着信が鳴っている間に、IDivert機能を呼び出すことができます。呼び出し音の CDRは、転
送と非常に似ていますが、origCalledPartyRedirectOnBehalfOfと lastRedirectRedirectOnBehalfOf
フィールドは即時転送 = 14を指定します。

• IDivert機能は、通話が接続されている間、または通話の保留中に呼び出すことができます。
これらのシナリオは2つのCDRを生成します。両方のCDRに同じglobalCallID_CallIdフィー
ルドがあります。最初の CDRは元の接続に適用され、2番目の CDRはボイスメッセージシ
ステムにリダイレクトされたコールに適用されます。最初の呼び出しでは、

origTerminationOnBehalfOfと destTerminationOnBehalfOfフィールドに即時転送 = 14を設
定しています。
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•音声メッセージングシステムにリダイレクトされる通話では、
origCalledPartyRedirectOnBehalfOfおよび lastRedirectRedirectOnBehalfOfフィールドが 14 =
即時転送に設定されています。

即時転送 CDRの例

1. アラート中に IDivertを実行 - 40003は 40001を呼び出し、40001の呼び出し音中に 40001は
IDivertボタンを押し、通話は 40000のボイスメッセージシステムに転送されます。

アラート状態中に、IDivertによってコールがリダイレクトされると、1つのCDRだけが生成され
ます。

Note

元のコール CDRフィールド名

37globalCallID_callId

16777327origLegCallIdentifier

16777329destLegIdentifier

40003callingPartyNumber

40001origCalledPartyNumber

40000finalCalledPartyNumber

40001lastRedirectDn

16origCause_Value

0dest_CauseValue

50origCalledPartyRedirectReason

50lastRedirectRedirectReason

14origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

14lastRedirectRedirectOnBehalfOf

14joinOnBehalfOf

2. IDivert中の接続：40003が 40001に発信し、40001が着信に応答します。 40001は発信者をボ
イスメッセージシステムに転送することを決定し、[IDivert]ソフトキーを押します。40003は
ボイスメッセージシステム 40000に転送されます。

リダイレクトの前にコールが接続されるため、2つのCDRが生成されます。1つは元の接続済
みコール用、もう 1つはボイスメッセージシステムに転送されたコール用です。

CDR例
65

CDR例

即時転送 (ボイスメッセージシステムへ)



転送コール CDR元の接続通話 CDRフィールド名

3838globalCallID_callId

1677733016777330origLegCallIdentifier

1677733216777331destLegIdentifier

4000340003callingPartyNumber

4000140001origCalledPartyNumber

4000040001finalCalledPartyNumber

4000140001lastRedirectDn

160origCause_Value

00dest_CauseValue

500origCalledPartyRedirectReason

500lastRedirectRedirectReason

14origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

14lastRedirectRedirectOnBehalfOf

1414origTerminationOnBehalfOf

1214destTerminationOnBehalfOf

14joinOnBehalfOf

IMSアプリケーションサーバー
1. IMS AはUnified Communications Managerを通じてIMS Bに通話します

Unified Communications Managerへの招待には、次のものが含まれます。

Icid: 5802170000010000000000A85552590A（例えば、PCV1）および orig_ioi:
rcdn-85.swyan.open-ims.test（例えば、IOI_1）。

Unified Communications Managerから IMS Bへの INVITEの icidは、
5802170000010000000000A85552590A（PCV1）、orig_ioiが rcdn-85.swyan.open-ims.test（IOI_1）
と同じです。

2. Bが「200 OK」と応答したら、Unified Communications Managerは icidとして
5802170000010000000000A85552590A（PCV1）、orig_ioiとして rcdn-85.swyan.open-ims.test
（IOI_1）、term_ioi、rcdn-86.swyan.open-ims.test（IOI_2）があります。この 200 OKには、追
加のフィールドがある可能性があります。
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3. Unified Communications ManagerからIMS Aへの200 OKは、icidが
5802170000010000000000A85552590A (PCV1)、orig_ioiが rcdn-85.swyan.open-ims.test（IOI_1）、
そして term_ioiが rcdn-86.swyan.open-ims.test（IOI_2）です。 200 OK中の追加のフィールドは
IMS Aに渡されます。

サイド B（Side B）サイド A（Side A）CDR

term_ioiorig_ioiicidterm_ioiorig_ioiicid当事者

IOI_2IOI_1PCV1IOI_2IOI_1PCV1A-B

CDRフィールド名

3globalCallID_callId

300origLegCallIdentifier

301destLegIdentifier

CUCM_ISC_TRUNK1origDeviceName

CUCM_ISC_TRUNK2destDeviceName

5802170000010000000000A85552590AIncomingICID

rcdn-85.swyan.open-ims.testIncomingOrigIOI

rcdn-86.swyan.open-ims.testIncomingTermIOI

5802170000010000000000A85552590AOutgoingICID

rcdn-85.swyan.open-ims.testOutgoingOrigIOI

rcdn-86.swyan.open-ims.testOutgoingTermIOI

インターコムコール
インターカム機能は単方向音声を提供します。そのため、CDRは単方向の音声を反映します。
トークバックインターカムの場合、双方向音声が存在し、CDRは双方向音声を反映します。

インターコム機能はパーティション (インターカムパーティション)を必要とし、既存のCDRパー
ティションフィールドは、インターコムコールを識別するために使用されます。

次の 2つの例は、インターカムの CDRを示しています。

インターカム CDRの例

1. ウィスパーインターコム - Phone 20000がインターコムを呼び出します。設定済みのインター
コムパーティション名により、 “Intercomが指定されています。”
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元のコール CDRフィールド名

1111000globalCallID_callId

21822467origLegCallIdentifier

21822468destLegIdentifier

20000callingPartyNumber

20001originalCalledPartyNumber

20001finalCalledPartyNumber

16origCause_Value

0dest_CauseValue

0origMediaTransportAddress_IP

0origMediaTransportAddress_Port

-47446006destMediaTransportAddress_IP

28480destMediaTransportAddress_Port

インターコムorigCalledPartyNumberPartition

インターコムcallingPartyNumberPartition

インターコムfinalCalledPartyNumberPartition

5duration

2. トークバックインターコム：電話機20000はインターコムボタンを押します。20001はトーク
バックを呼び出し、20000と会話します。設定されたインターコムパーティション名には、
“Intercom”が指定されています。

元のコール CDRフィールド名

1111000globalCallID_callId

21822469origLegCallIdentifier

21822470destLegIdentifier

20000callingPartyNumber

20001originalCalledPartyNumber

20001finalCalledPartyNumber

16origCause_Value

0dest_CauseValue
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元のコール CDRフィールド名

-131332086origMediaTransportAddress_IP

29458origMediaTransportAddress_Port

-47446006destMediaTransportAddress_IP

29164destMediaTransportAddress_Port

インターコムorigCalledPartyNumberPartition

インターコムcallingPartyNumberPartition

インターコムfinalCalledPartyNumberPartition

5duration

IPv6通話
このリリースの Unified Communications Managerは IPv6をサポートします。この機能の CDRに 2
つの新しいフィールドがあります。

• origIpv4v6Addrこのフィールドは、コールシグナリングを発信するデバイスの IPアドレスを
識別します。フィールドは、コールで使用される IPアドレスタイプに応じて、IPv4または
IPv6のいずれかの形式になります。

• destIpv4v6Addr：このフィールドは、コールシグナリングを終了するデバイスの IPアドレス
を識別します。フィールドは、コールで使用される IPアドレスタイプに応じて、IPv4また
は IPv6のいずれかの形式になります。

次の CDRの例では、IPv6を使用した成功および失敗のコールを表示します。

Successful Calls

1. Aは Bと通話した後、電話を切ります。 Aは v4_onlyとして構成され、Bは v4_onlyとして構
成されます。新しいフィールド origIpv4v6Addrと destIpv4v6Addrには、それぞれの v4アド
レスの形式が設定されます。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber
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値フィールド名

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

352737802origIpAddr

1878566390destIpAddr

10.90.6.21origIpv4v6Addr

10.90.7.144destIpv4v6Addr

60duration

2. Aは Bと通話した後、電話を切ります。 Aは v6_onlyとして構成され、Bは v6_onlyとして構
成されます。新しいフィールド origIpv4v6Addrと destIpv4v6Addrには、それぞれの v6アド
レスの形式が設定されます。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

0origIpAddr

0destIpAddr

2001:fecd:ba23:cd1f:dcb1:1010:9234:40881origIpv4v6Addr

2001:420:1e00:e5:217:8ff:fe5c:2fa9destIpv4v6Addr

60duration

3. Aは Bと通話した後、電話を切ります。 Aは v4_onlyとして構成され、Bは v6_onlyとして構
成されます。新しいフィールド origIpv4v6Addrと destIpv4v6Addrには、それぞれの v4/v6ア
ドレスの形式が入力されます。

値フィールド名

1globalCallID_callId
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値フィールド名

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

352737802origIpAddr

-1878566390destIpAddr

10.90.6.21origIpv4v6Addr

10.90.7.144destIpv4v6Addr

60duration

4. Aは Bと通話した後、電話を切ります。Aは v4_v6として構成され、Bは v4_onlyとして構成
されます。この場合、メディアは v4を交渉します。新しいフィールド origIpv4v6Addrと
destIpv4v6Addrには、それぞれの v4アドレスの形式が設定されます。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

352737802origIpAddr

-1878566390destIpAddr

10.90.6.21origIpv4v6Addr

10.90.7.144destIpv4v6Addr

60duration
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5. Aは Bと通話した後、電話を切ります。Aは v4_v6として構成され、Bは v6_onlyとして構成
されます。この場合、メディアは v6を交渉します。新しいフィールド origIpv4v6Addrと
destIpv4v6Addrには、それぞれの v6アドレスの形式が設定されます。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

352737802origIpAddr

0destIpAddr

2001:fecd:ba23:cd1f:dcb1:1010:9234:4088origIpv4v6Addr

2001:420:1e00:e5:217:8ff:fe5c:2fa9destIpv4v6Addr

60duration

コールに失敗しました

1. Aが Bに電話をかけます。Aは電話を切ります。 Aは v4_onlyとして構成され、Bは v6_only
として構成されます。新しいフィールド origIpv4v6Addrには、v4アドレスの形式で値が設定
されます。新しいフィールド destIpv4v6Addrには値が入力されません。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

352737802origIpAddr
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値フィールド名

-569419254destIpAddr

10.90.15.222origIpv4v6Addr

destIpv4v6Addr

0duration

2. Aが Bに発信します。通話が失敗します。Aは v6_onlyとして構成され、Bは v4_v6として構
成されます。新しいフィールド origIpv4v6Addrには、v6アドレスの形式で値が設定されま
す。この場合、新しいフィールド destIpv4v6Addrには値が入力されません。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

0origIpAddr

0destIpAddr

2001:fecd:ba23:cd1f:dcb1:1010:9234:4088origIpv4v6Addr

destIpv4v6Addr

0duration

レガシーコールピックアップ
レガシーコールピックアップの通話は、転送された通話と同様に機能します。レガシコールピッ

クアップは、着信転送と同様に、リダイレクトコール制御プリミティブを使用します。レガシー

コールピックアップの通話の重要な CDRフィールドの一部を次に示します。

• originalCallPartyNumberフィールドには、元の着信側の番号が含まれます。

• finalCalledPartyNumberフィールドは、コールに応答する側の番号を指定します。

• lastRedirectDn フィールドは、コールがピックアップされたときに鳴る番号を指定します。
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• origCalledPartyRedirectReasonフィールドは、通話が初めてリダイレクトされる理由を指定
します。コールピックアップコールの場合、このフィールドにはコールピックアップ = 5
を含めることができます。

• lastRedirectRedirectReasonフィールドには、前回通話がリダイレクトされた理由を指定しま
す。コールピックアップの場合、このフィールドにはコールピックアップ = 5を含めること
ができます。

• origCalledPartyRedirectOnBehalfOfフィールドは、最初のリダイレクトで通話をリダイレク
トする機能を識別します。コールピックアップの場合、このフィールドにはPickup = 16と指
定します。

• lastRedirectRedirectOnBehalfOfフィールドは、最後のリダイレクトで呼び出しをリダイレク
トする機能を指定します。コールピックアップの場合、このフィールドにはPickup = 16と指
定します。

レガシーコールピックアップの CDRの例

PSTNから内線2001に発信されました。2001と2002は同じピックアップグループ内にあります。
2002は、2001で鳴っている呼び出しを取り上げます。2002が応答し、通話は PSTNの発信者と
2002の間で接続します。彼らは 2分間話します。

CDRフィールド名

22globalCallID_callId

1origLegCallIdentifier

2destLegIdentifier

9728134987callingPartyNumber

2001originalCalledPartyNumber

2002finalCalledPartyNumber

2001lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

0origCalledPartyRedirectReason

5lastRedirectRedirectReason

16origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

16lastRedirectRedirectOnBehalfOf

120duration
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ローカルルートグループと着信側トランスフォーメーショ

ン
このリリースでは、Unified CommunicationsManagerが新しい機能、ローカルルートグループ、着
信側の変換をサポートしています。着信側の変換が発生した場合にのみ、デバイスは送出した着

信側番号をコール制御にレポートします。このアクションは、CDRの新しいフィールド
outpulsedCalledPartyNumberで記録されます。

ローカルルートグループと着信側の正規化 CDRの例

ダラスの会社の電話からPSTNへのコールが発信されます。ダイヤルした番号は9.5551212です。

この変換により、着信側の番号は発信者がダイヤルした番号のままになり、PreDotが破棄され、
送出された Prefix +1 214が追加されます。

CDRの finalCalledPartyNumberは、グローバルに一意な E.164文字列 +12145551212で構成され
ています。

サンノゼのゲートウェイが選択されると、グローバル文字列 +1 214 555 1212が 12145551212に変
換され、ダラスのゲートウェイが選択されると、グローバル文字列は 2145551212に変換されま
す。

デバイスはこのグローバル文字列を、outpulsedCalledPartyNumberとしてコール制御に返します。
CDRに記録されます。

San Joseゲートウェイが選択されると、次の CDRが作成されます。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

+12145551212originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

16origCause_Value

0dest_CauseValue

60duration

12145551212outpulsedCalledPartyNumber
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ダラスゲートウェイが選択されると、次の CDRが作成されます。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

+12145551212originalCalledPartyNumber

+12145551212finalCalledPartyNumber

+12145551212lastRedirectDn

16origCause_Value

0dest_CauseValue

60duration

2145551212outpulsedCalledPartyNumber

論理パーティション通話
インド電気通信規制機関 (TRAI)は、エンタープライズデータネットワークと PSTNネットワー
ク上の音声トラフィックを別々にしておくことを要求しています。論理パーティション機能によ

り、PSTNゲートウェイを通過するコールがVoIP電話または別の地理的ロケーションにあるVoIP
PSTNゲートウェイに直接接続できない限り、単一のシステムを使用して両方のタイプのコール
（VoIPとPSTN）をサポートできます。

通話終了原因コード CCM_SIP_424_BAD_LOCATION_INFOの CDRの例

SIPトランクコールは、クラスタ 1からクラスタ 2に発信されます。呼び出しには位置情報ヘッ
ダーが含まれますが、XMLロケーションは含まれません。クラスタ 2は、SIP状況コード 424の
通話をリリースします（不正なロケーション情報 [小数 = 419430421]）。

不正なロケーション情報のためにクリアされたコールは、Unified Communications Managerの SIP
トランクによって、原因コードCCM_SIP_424_BAD_LOCATION_INFOが記録されます。SIPトラ
ンクのリモートエンドポイントは、以下の理由により地理的位置情報が正しくない場合に、424
SIPステータスコードを送信できます。

•位置情報ヘッダーは PIDF-LOが含まれていることを示しますが、メッセージ本体はこの情報
を伝えません。

•位置情報ヘッダーには、URLを参照する CIDヘッダーがありますが、同じ URLを持つ対応
する Content-IPヘッダーは存在しません。
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•位置情報ヘッダーに、CIDヘッダー以外の URL (SIPまたは SIPS URL)があります。

その他のコール終了原因コードの詳細については、その他の CDRの例を参照してください。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

9900originalCalledPartyNumber

9900finalCalledPartyNumber

9900lastRedirectDn

0origCause_Value

419430421dest_CauseValue

0duration

通話終了原因コード 503の CDR例

クラスタ 1からの発信 82291002は、PSTN 41549901に転送されます。クラスタ 2の DN 89224001
からクラスタ 1の DN 82291002への通話が発生します。論理パーティショニングにより、
dest_CauseValueの CCM_SIP_503_SERVICE_UNAVAIL_SER_OPTION_NOAVAIL [10進数値
-1493172161])の通話終了原因コードにより通話が拒否されます。

コール確立フェーズ (基本コール、着信転送、コールピックアップ、コールパーク、ミートミー
電話会議など)中に制限された論理パーティションポリシーチェックのために、クリアされたコー
ルについては、原因コード CCM_SIP_503_SERVICE_UNAVAIL_SER_OPTION_NOAVAILがログ
に記録されます。その他のコール終了原因コードの詳細については、その他の CDRの例を参照
してください。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

89224001callingPartyNumber

82291002originalCalledPartyNumber

41549901finalCalledPartyNumber

82291002lastRedirectDn
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値フィールド名

0origCause_Value

-1493172161dest_CauseValue

0duration

迷惑呼
通話が悪質な通話であると識別された場合（ボタンを押す）、ローカルのUnifiedCommunications
Managerネットワークがその通話をマークします。 [コメント（Comment）]フィールドは、悪質
な呼び出しをフラグ付けするために使用されます。

迷惑電話の CDRの例

次の表には、悪質なものとしてマークされる顧客コールの CDRの例が含まれています。

コメント接続先の

原因

元の原因元の着信

パーティ

ション

元の着信側発信パー

ティション

発呼側

“callFlag=MALICIOUS”160ACNTS5555CUST9728552001

ミートミー電話会議
ミートミー電話会議は、あらかじめ決められた時刻に複数の参加者が個別に会議ブリッジにダイ

ヤルすることで発生します。

Cisco Secure Conference機能は、既存の callSecuredStatusフィールドを使用して、通話が到達した
最高のセキュリティ状況を表示します。ミートミー電話会議では、システムは、電話会議に参加

しようとするが、ミートミー電話会議のセキュリティレベルを満たさないコールを、終端原因 =
58（ベアラー機能は現在利用できません）で切断します。

ミートミー電話会議の CDRの例

次の表にはシナリオの CDRの例が含まれています。 5001はダイヤルイン番号を示します。会議
ブリッジデバイスはUnified CommunicationsManagerにとって特別な重要性を示し、会議ブリッジ
への通話は転送通話として表示されます。つまり、UserAが予定された番号（5001）に電話をか
ける。通話は会議ブリッジポートに転送されます。会議ブリッジのポートは、“b0019901001”と
いう形式の特別な番号で表示されます。

•ユーザー A（2001）は電話番号 5001のミートミー電話会議に参加します。

•ユーザー B（2002）は電話番号 5001のミートミー電話会議に参加します。

•ユーザー C（2003）は電話番号 5001のミートミー電話会議に参加します。
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時間

（Duration）
最後のリダ

イレクト

パーティ

ション

最後にリダイ

レクトした側

最終的な着

信パーティ

ション

最終的な着信

側

元の着信

パーティ

ション

元の着信側発信パー

ティション

発呼側

70b0019901001b00199010015001アカウント2001A

65b0019901001b00199010015001アカウント2002B

80b0019901001b00199010015001アカウント2003C

モビリティ
次の通話詳細記録 (CDR)フィールドは、特にモビリティ通話に適用されます。通話でモビリティ
機能が呼び出されない場合、これらのフィールドは空のままになります。

• mobileCallingPartyNumber

• finalMobileCalledPartyNumber

• origMobileDeviceName

• destMobileDeviceName

• origMobileCallDuration

• destMobileCallDuration

• mobileCallType

システムは、モビリティ機能を使用するすべてのコールに対して、標準の CDRを生成します。
モビリティ機能によって通話が分割、リダイレクト、または参加すると、対応する OnBehalfOf
コードがモビリティに指定される新しい値を表します。次の OnBehalfOfフィールドのいずれか
にモビリティコード 24がある場合、CDRのコールタイプはモビリティになります。

• origCallTerminationOnBehalfOf

• destCallTerminationOnBehalfOf

• origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

• lastRedirectRedirectOnBehalfOf

• joinOnBehalfOf

MobileCallTypeの値

次の表に、mobileCallTypeCDRフィールドのフィールド値を示します。CiscoAnalysis andReporting
（CAR）は、mobileCallTypeフィールドを使用してCARコールタイプを判別します。単一のコー
ルが複数のモビリティ機能を呼び出す場合、mobileCallTypeフィールドの値は整数値の合計とな
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ります。例えば、コールでモバイルコネクト機能が使用され、ハンドアウトが呼び出されると、

モバイルコールタイプは 136（8 + 128）になります。

mobileCallTypeの値モビリティ機能

0非移動性通話

1Dial via Officeリバースコールバック

2Dial via Office転送

4リモート接続先のエンタープライズネット

ワークへの通話を再ルーティングする

8モバイルコネクト

10音声自動応答

20エンタープライズ機能アクセス

40ハンドイン

80ハンドアウト

100リダイヤル

200Dial-via-officeリバースコールバックによる
最小コストのルーティング

82Dial-via-office転送による最小コストのルー
ティング

800通話をモバイルに送信

1000セッションハンドオフ

前回のリダイレクト理由

10.0より前のレガシー展開では、CARは、lastRedirectReasonフィールドを使用して、モビリティ
コールタイプを識別します。次の表は、lastRedirectReasonのモビリティ値を示しています。

lastRedirectReason値モビリティ機能

303ハンドイン

319ハンドアウト

335モバイルコネクト

351リダイヤル
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lastRedirectReason値モビリティ機能

399音声自動応答

401Dial via Officeリバースコールバック

402エンタープライズ機能アクセス

403セッションハンドオフ

415通話をモバイルに送信

783リモート接続先のエンタープライズネット

ワークへの通話を再ルーティングする

モビリティ CDRの例

次の例は、モビリティ機能が CDRレコードでどのように表示されるかを示しています。

1. 携帯電話が Dial via Office逆方向コールバックを開始：デバイス名が BOTSAU、携帯電話番
号が 2145551234、企業番号 1000の携帯電話は、Dial-via-office逆方向コールバック機能を呼
び出して、内線 2000に発信します。着信デバイスのMACアドレスは SEP001FCAE90004で
す。 SIPゲートウェイの IPアドレスは 10.194.108.70です。合計通話時間は 55秒です。

Dial via Officeリバースコールバック CDRフィールド

0origCallTerminationOnBehalfOf

12destCallTerminationOnBehalfOf

24origCalledRedirectOnBehalfOf

24lastRedirectOnBehalfOf

24joinOnBehalfOf

401origCalledPartyRedirectReason

401lastRedirectReason

10.194.108.70origDeviceName

SEP001FCAE9004destDeviceName

2000finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

2145551234mobileCallingPartyNumber

finalMobileCalledPartyNumber

BOTSAUorigMobileDeviceName
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Dial via Officeリバースコールバック CDRフィールド

destMobileDeviceName

55origMobileCallDuration

destMobileCallDuration

1mobileCallType

2. 携帯電話がオフィス経由ダイヤル転送を開始：携帯電話 2145551234がオフィス経由ダイヤ
ル転送機能を開始して発信します。携帯電話のデバイス名は BOTSAUで、会社の番号 1000
にマッピングされています。着信先の番号は内線 823006、デバイスMACアドレスは
SEP001FCAE90004です。通話は SIPゲートウェイを 10.194.108.70で通過し、合計 120秒間
続きます。

Dial via Office転送 CDRフィールド

0origCallTerminationOnBehalfOf

12destCallTerminationOnBehalfOf

0origCalledRedirectOnBehalfOf

0lastRedirectOnBehalfOf

0joinOnBehalfOf

0origCalledPartyRedirectReason

0lastRedirectReason

10.194.108.70origDeviceName

SEP001FCAE90004destDeviceName

823006finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

2145551234mobileCallingPartyNumber

finalMobileCalledPartyNumber

BOTSAUorigMobileDeviceName

destMobileDeviceName

120origMobileCallDuration

0destMobileCallDuration

2mobileCallType
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3. リモート接続先への発信がエンタープライズ番号に再ルーティング：Cisco Unified IP Phone
SEP001FCAE90004、内線 2000、携帯電話番号 2145551234をダイヤルします。接続先の携帯
電話はエンタープライズ番号1000にマッピングされています、そしてUnifiedCommunications
Managerで [リモート接続先へのコールのエンタープライズ番号への再ルーティング（Reroute
Remote Destination Calls to Enterprise Number）]サービスパラメータが有効になっています。
UnifiedCommunicationsManagerは、モバイル通話をエンタープライズ番号 1000に再ルーティ
ングします。通話は SIPゲートウェイ GW_SIPを通過し、合計で 60秒間続きます。

リモート接続先 CDRを再ルーティングするフィールド

0origCallTerminationOnBehalfOf

12destCallTerminationOnBehalfOf

24origCalledRedirectOnBehalfOf

24lastRedirectOnBehalfOf

0joinOnBehalfOf

783origCalledPartyRedirectReason

783lastRedirectReason

SEP001FCAE90004origDeviceName

GW_SIPdestDeviceName

1000finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

mobileCallingPartyNumber

2145551234finalMobileCalledPartyNumber

origMobileDeviceName

2145551234:rdpdestMobileDeviceName

0origMobileCallDuration

60destMobileCallDuration

4mobileCallType

4. 携帯電話がデスクフォンの通話ピックアップを呼び出す - Cisco Unified IP Phone
SEP001FCAE90004は内線 1000を呼び出し、デスクフォンとモバイル端末間で共有されま
す。携帯電話がコールに応答してから電話を切り、デスクトップピックアップ機能をトリ

ガーします。デスクトップ通話のピックアップタイマーは、期限が切れるまでの約 10秒間
実行されます。タイマーが切れると、Wi-Fiデバイスで通話が再開され、さらに 10秒間続
きます。
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デスクトップコールピックアップ CDRフィールド

0origCallTerminationOnBehalfOf

12destCallTerminationOnBehalfOf

0origCalledRedirectOnBehalfOf

0lastRedirectOnBehalfOf

0joinOnBehalfOf

0origCalledPartyRedirectReason

0lastRedirectReason

SEP001FCAE90004origDeviceName

GW_SIPdestDeviceName

1000finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

mobileCallingPartyNumber

finalMobileCalledPartyNumber

origMobileDeviceName

destMobileDeviceName

0origMobileCallDuration

10destMobileCallDuration

8mobileCallType

5. モバイルコネクトコール -シングルナンバーリーチボイスメールポリシーをタイマーコント
ロールに設定 - Cisco Unified IP電話 SEP001FCAE90004、内線 2000が、企業番号 1000を発
信します。モバイルコネクトが起動し、デスクフォンと携帯電話の両方が鳴ります。携帯

電話は BOTサラというデバイス名のモバイル IDを使用しています。シングルナンバー
リーチのボイスメールポリシーが [タイマーコントロール]に設定されている。通話は SIP
ゲートウェイを通過し、10分間継続します。

CDRフィールド

0origCallTerminationOnBehalfOf

12destCallTerminationOnBehalfOf

0origCalledRedirectOnBehalfOf

0lastRedirectOnBehalfOf
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CDRフィールド

0joinOnBehalfOf

0origCalledPartyRedirectReason

0lastRedirectReason

SEP001FCAE90004origDeviceName

GW_SIPdestDeviceName

1000finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

mobileCallingPartyNumber

2145551234finalMobileCalledPartyNumber

origMobileDeviceName

BOTSARAHdestMobileDeviceName

0origMobileCallDuration

10destMobileCallDuration

8mobileCallType

6. モバイルコネクトコール -シングルナンバーリーチボイスメールポリシーをユーザーコ
ントロールモードに設定 -Cisco Unified IP電話 SEP001FCAE91231企業番号 238011が SIP
ゲートウェイGW_SIPを介してコールします。着信側は SEP001FCEA91289で、会社番号は
238006、携帯電話番号は 14089022179です。3つの CDRが生成されます。

IP電話から携帯電
話へ

0時間コールユーザーへの通

知

フィールド

122424origCallTerminationOnBehalfOf

242424destCallTerminationOnBehalfOf

242424origCalledRedirectOnBehalfOf

242424lastRedirectOnBehalfOf

2400joinOnBehalfOf

335335335origCalledPartyRedirectReason

335335335lastRedirectReason

SEP001FCAE91231ParkingLotDeviceSEP001FCAE91231origDeviceName

GW_SIPGW_SIPGW_SIPdestDeviceName
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IP電話から携帯電
話へ

0時間コールユーザーへの通

知

フィールド

238006238006238006finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

mobileCallingPartyNumber

140890221791408902217914089022179finalMobileCalledPartyNumber

origMobileDeviceName

14089022179:rdp14089022179:rdp14089022179:rdpdestMobileDeviceName

00origMobileCallDuration

63destMobileCallDuration

888mobileCallType

7. 携帯電話が 2段階ダイヤリングを使用してエンタープライズ機能アクセス (EFA)通話を発信
します -共有回線デスクフォン SEP001EBE90DE95とエンタープライズ番号 238006を持つ
4089022179のリモート接続先 deepak-RDPが、エンタープライズ機能アクセス 2段階ダイヤ
リングを使用して、エンタープライズ番号 238011の内部デスクフォン SEP001FCAE91231
を呼び出します。通話時間は合計 30秒です。 2つの CDRが生成されます。1つは携帯電話
から Unified Communications Managerに EFAアクセスコードをダイヤルするためのもので、
もう 1つは携帯電話からデスクフォンへの会話のためのものです。

携帯電話からデスクフォンへ携帯電話から Unified
Communications Manager
へ

フィールド

1224origCallTerminationOnBehalfOf

2424destCallTerminationOnBehalfOf

2424origCalledRedirectOnBehalfOf

2424lastRedirectOnBehalfOf

2424joinOnBehalfOf

402402origCalledPartyRedirectReason

402402lastRedirectReason

GW_SIPGW_SIPorigDeviceName

SEP001FCAE91231ParkingLotDevicedestDeviceName

23801100111101001finalCalledPartyNumber

huntPilotDN
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携帯電話からデスクフォンへ携帯電話から Unified
Communications Manager
へ

フィールド

1408902217914089022179mobileCallingPartyNumber

finalMobileCalledPartyNumber

14089022179:rdp14089022179:rdporigMobileDeviceName

destMobileDeviceName

255origMobileCallDuration

0destMobileCallDuration

3232mobileCallType

8. 携帯電話がモバイルボイスアクセスに発信する -リモート接続先 4089022179と共有回線デ
スクフォン SEP001EBE90DE95、企業番号 238006は、モバイルボイスアクセスを使ってデ
スクフォン SEP00000000000002を企業番号 238011で発信します。リモート接続先には、
deepak-rdpのリモート接続先プロファイルがあります。通話は SIPゲートウェイGW_SIPを
通過し、60秒間継続します。

携帯電話からデスクフォンへフィールド

12origCallTerminationOnBehalfOf

0destCallTerminationOnBehalfOf

24origCalledRedirectOnBehalfOf

24lastRedirectOnBehalfOf

24joinOnBehalfOf

399origCalledPartyRedirectReason

399lastRedirectReason

GW_SIPorigDeviceName

SEP00000000000002destDeviceName

238011finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

14089022179mobileCallingPartyNumber

finalMobileCalledPartyNumber

14089022179:rdporigMobileDeviceName

destMobileDeviceName
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携帯電話からデスクフォンへフィールド

60origMobileCallDuration

destMobileCallDuration

16mobileCallType

9. モビリティハンドイン -会社番号 238011の Cisco Unified IP Phone SEP001FCAE91231は、会
社番号 238006に発信します。これは VoIP側では未登録ですが、スマートフォン TCTSAU
には登録されています。スマートフォンのモバイル IDは 14089022179です。通話の開始時
に、TCTSAUはセルラーネットワーク内にありますが、デバイスはWi-Fi範囲内に移動し、
ハンドイン機能が起動して通話を企業に移動します。合計通話時間は 85秒で、呼び出され
たデバイスは最後の 30秒間Wi-Fi範囲内にありました。

IP電話から IP電話へIP電話から携帯電話へフィールド

1224origCallTerminationOnBehalfOf

2424destCallTerminationOnBehalfOf

00origCalledRedirectOnBehalfOf

240lastRedirectOnBehalfOf

240joinOnBehalfOf

3030origCalledPartyRedirectReason

3030lastRedirectReason

SEP001FCAE91231SEP001FCAE91231origDeviceName

TCTSAUGW_SIPdestDeviceName

238006238006finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

mobileCallingPartyNumber

14089022179finalMobileCalledPartyNumber

origMobileDeviceName

TCTSAUdestMobileDeviceName

00origMobileCallDuration

55destMobileCallDuration

728mobileCallType
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10. モビリティハンドアウト：CiscoUnified IP Phone SEP001FCAE94005（企業番号 238011）は、
モバイル ID 14089022179（企業番号 238006）のデュアルモードスマートフォンに電話をか
けます。通話に対して応答があり、両社が 27秒間話した場合、スマートフォンはローカル
Wi-Fi範囲内にあります。スマートフォンがエンタープライズネットワークの外に移動し、
コールが携帯電話ネットワークに切り替えられ、その後、通話者はさらに 25秒間話し続け
ます。

IP電話から携帯ネットワーク
へ

IP電話から IP電話へフィールド

024origCallTerminationOnBehalfOf

1224destCallTerminationOnBehalfOf

00origCalledRedirectOnBehalfOf

240lastRedirectOnBehalfOf

240joinOnBehalfOf

00origCalledPartyRedirectReason

3190lastRedirectReason

SEP001FCAE94005SEP001FCAE94005origDeviceName

GW_SIPTCTSAUdestDeviceName

238006238006finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

mobileCallingPartyNumber

14089022179finalMobileCalledPartyNumber

origMobileDeviceName

TCTSAUdestMobileDeviceName

00origMobileCallDuration

230destMobileCallDuration

1280mobileCallType

11. 携帯電話により、Dial via Officeリバースコールバックを使用した最小コストのルーティン
グハンドアウトが呼び出されます -デュアルモード電話BOTSAU、モバイル ID 14089022179
は、エンタープライズWi-Fiネットワーク内にあり、エンタープライズ番号 238006に登録
されています。電話は、企業番号 238011に発信するための最低コストルーティングを使用
して、Dial via Officeリバースコールバック（DVOR）を呼び出します。両社は 25秒間話し
ますが、携帯電話がWi-Fi範囲の外に移動し、セルラーネットワークへのハンドアウト機能
がトリガーされます。携帯電話ネットワークでは、2つの通話者はさらに35秒間話します。
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携帯電話から IP
電話へ

IP電話から IP電話へDVORコールバッ
ク

フィールド

02424origCallTerminationOnBehalfOf

122424destCallTerminationOnBehalfOf

000origCalledRedirectOnBehalfOf

2400lastRedirectOnBehalfOf

2400joinOnBehalfOf

000origCalledPartyRedirectReason

31900lastRedirectReason

GW_SIPBOTSAUParkingLotDeviceorigDeviceName

SEP001FCAE91231SEP001FCAE91231GW_SIPdestDeviceName

238011238011238006finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

14089022179mobileCallingPartyNumber

14089022179finalMobileCalledPartyNumber

BOTSAUorigMobileDeviceName

BOTSAUdestMobileDeviceName

3500origMobileCallDuration

00destMobileCallDuration

51200mobileCallType

12. 携帯電話が、Dial via Office Forwardを使用した最小コストのルーティングハンドアウトを
呼び出すデュアルモード電話、BOTSAU、携帯電話番号 14089022179、エンタープライズ番
号238006にマッピングされており、エンタープライズのWi-Fi範囲内にあります。電話は、
最低コストのルーティングによる Dial via Office Forwardを起動し、Cisco Unified IP Phone
SEP001FCAE91006に登録されている企業番号 238011にコールを発信します。 2人の通話者
が30秒間通話した後、携帯電話がWi-Fiの範囲外に移動すると、通話が携帯電話ネットワー
クに切り替わります、さらに 25秒間通話が継続します。

携帯電話から IP電話へIP電話から IP電話へフィールド

1224origCallTerminationOnBehalfOf

024destCallTerminationOnBehalfOf

00origCalledRedirectOnBehalfOf
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携帯電話から IP電話へIP電話から IP電話へフィールド

240lastRedirectOnBehalfOf

240joinOnBehalfOf

00origCalledPartyRedirectReason

3190lastRedirectReason

GW_SIPBOTSAUorigDeviceName

SEP001FCAE91006SEP001FCAE91006destDeviceName

238011238011finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

14089022179mobileCallingPartyNumber

finalMobileCalledPartyNumber

BOTSAUorigMobileDeviceName

destMobileDeviceName

00origMobileCallDuration

250destMobileCallDuration

1300mobileCallType

13. 携帯電話に発信 - Cisco Unified IP電話 SEP001FCAE90001 (238011)から、企業の番号 238006
に発信します。着信側が Cisco Unified IP Phone SEP001FCAE90022でコールに応答します。
会話は 45秒間継続した後、着信側が [モビリティ]ソフトキーを押して、コールを携帯電話
の BOTSAU (12145551234)に送信します。携帯電話での通話はさらに 35秒間継続します。
合計通話時間は 55秒です。

IP電話から携帯電
話へ

IP電話から IP電話
へ

アナウンスフィールド

242424origCallTerminationOnBehalfOf

122424destCallTerminationOnBehalfOf

000origCalledRedirectOnBehalfOf

2400lastRedirectOnBehalfOf

2400joinOnBehalfOf

000origCalledPartyRedirectReason

41500lastRedirectReason
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IP電話から携帯電
話へ

IP電話から IP電話
へ

アナウンスフィールド

SEP001FCAE90001SEP001FCAE90001SEP001FCAE90001origDeviceName

GW_SIPSEP001FCAE90022GW_SIPdestDeviceName

238006238006238006finalCalledPartyNumber

huntPilotDN

mobileCallingPartyNumber

1214555123412145551234finalMobileCalledPartyNumber

origMobileDeviceName

BOTSAUBOTSAUdestMobileDeviceName

000origMobileCallDuration

3500destMobileCallDuration

204800mobileCallType

14. セッションハンドオフ - Cisco Unified IP電話 SEP001FCAE90001の内線 1000が、内線 2500
に発信します。デスクフォンと携帯電話の両方から呼び出し音が鳴ります。着信側が携帯

電話で、携帯電話番号 2145551234の BOTSAUと応答し、会話が開始されます。 35秒後、
着信側はセッションハンドオフ機能をトリガーし、通話をデスクフォンに転送します。こ

の通話はデスクフォン SEP001FCAE90022でさらに 60秒間継続します。

IP電話から IP電話
へ

IP電話から携帯電
話へ

パーキングロットか

らデスクフォンへ

フィールド

242424origCallTerminationOnBehalfOf

122424destCallTerminationOnBehalfOf

000origCalledRedirectOnBehalfOf

2400lastRedirectOnBehalfOf

2400joinOnBehalfOf

000origCalledPartyRedirectReason

40300lastRedirectReason

SEP001FCAE90001SEP001FCAE90001SEP001FCAE90001origDeviceName

SEP001FCAE90022BOTSARAHSEP001FCAE90022destDeviceName

250025002500finalCalledPartyNumber

CDR例
92

CDR例

モビリティ



IP電話から IP電話
へ

IP電話から携帯電
話へ

パーキングロットか

らデスクフォンへ

フィールド

huntPilotDN

mobileCallingPartyNumber

2145551234finalMobileCalledPartyNumber

origMobileDeviceName

BOTSARAHdestMobileDeviceName

000origMobileCallDuration

10150destMobileCallDuration

509600mobileCallType

ネイティブコールキューイング
ネイティブコールキューイング機能は、ハントパイロット番号への着信コールを処理するため

の強化された機能を提供します。Unified CommunicationsManagerはユーザーにネイティブに通話
キューを提供するため、ハントメンバーが応答できるようになるまで、発信者をキューに保持で

きます。キューの発信者には、初期挨拶の後に、保留中の音楽または保留音が再生されます。発

信者がキューに入れられたまま時間が経過すると、通話に応答できるようになるまで、または最

大待機タイマーが満了するまで、セカンダリアナウンスが設定された間隔で再生されます。

ネイティブコールキューイングの例

Unified Communications Managerクラスタには、DN 1000、1001、1002、および 1003の 4つの IP
電話があります。

ハントパイロット (HP) 2000が作成され、回線グループ DN 1000が関連付けられています。その
ため、このハントパイロット 2000は 1つのコールしか処理できません。ハントパイロット 2000
設定ページの “[キューイング（Queuing）]”フラグを確認します。 “[最大着信待ち受けタイマー
（Max Call Waiting Timer）]”を 30秒に設定し、“[コールをこの接続先にルーティングする（Route
the call to this destination）]”を選択し、その接続先をDN 1003に設定します。理想的には、発信者
がそのキューに入れられてから 30秒間経過すると、DN 1003にルーティングされます。

1. DN 1001が HP 2000に発信し、1000が着信に応答します。

2. DN1002がHP 2000に発信します。エージェントは通話中のため、発信はキューに入れられま
す。

3. 30秒後、通話は DN 1003にルーティングされます。

.
4. DN 1003が着信に応答します。
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CDRフィールド名

87029globalCallID_callId

30117105origLegCallIdentifier

1002callingPartyNumber

2000originalCalledPartyNumber

1wasCallQueued

30totalWaitTimeInQueue

通常の通話（Cisco Unified IP Phoneから Cisco Unified IP
Phone）

通常の通話は、通話ごとに 3つのレコードをログに記録します。1つの CDRと 2つの CMR (各エ
ンドポイントに 1つ)です。 CDRでは、“originalCalledPartyNumber”フィールドには、
“finalCalledPartyNumber”フィールドと同じディレクトリ番号が含まれます。

正常な通常呼び出しの CDRの例

2台の Cisco Unified IP電話間の通話が成功した場合、通話の最後に CDRが 1つ生成されます。

1. 発信者は 60秒間の通話を終了します。発信側が電話を切るため、orig_CauseValueは 16
（Normal Clearing）を指定します。

CDRフィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

16origCause_Value

0dest_CauseValue

60duration
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2. 着信側が 60秒のコールを終了します。発信側が電話を切るため、dest_CauseValueは 16
（Normal Clearing）を指定します。

CDRフィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

60duration

転送中の元の発信者
この機能は、Cisco Unityまたは Cisco Unity Connectionで開始した電話相談の発番号を変更しま
す。打診コールの CDRは、元の発信者が転送の接続先に発信したことを示し、Cisco Unityまた
は Cisco Unity Connectionのポートが転送先をコールすることはありません。

Unified CommunicationsManagerのサービスパラメータでこの機能を設定する必要があります。詳
細情報については、“「CDRサービスパラメータを設定する」”セクションを『CDR Analysis and

Reportingアドミニストレーションガイド』で参照してください。

転送 CDRの元の発呼側の例

4001が 4002をコールします。4002が 4003にコールを転送します。システムは 3つの CDRを生
成します。

•元の通話者（4001から 4002）間の通話。

•転送元（4002）と最終的な転送先（4003）の間の打診コール。

•転送された当事者（4001）から転送先（4003）へのコール。

originalCalledPartyNumberCallingPartyNumberCall

400240011

400340022
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originalCalledPartyNumberCallingPartyNumberCall

400340013

CDRには、originalCallingPartyフィールドは存在しません。Note

パーソナルアシスタントの通話
このセクションには、パーソナルアシスタントの通話に関する情報が記載されています。

パーソナルアシスタントの直通通話

パーソナルアシスタントの直接コールは、発信側のコールタイプからのブラインド転送と同様の

働きをします。

パーソナルアシスタントの直通通話 CDRの例

次の表は、このシナリオの CDRの例を示しています。

•ユーザー A（2101）がパーソナルアシスタントルートポイント（2000）を発信し、“「ユー
ザー Bに電話をかけて」”と言います。

•通話はユーザー B (2105)に転送されます。この場合、ユーザー Bはルールを設定していませ
ん。

次の例で、2000はパーソナルアシスタントに到達するためのメインルートポイントを表し、21XX
はパーソナルアシスタントインターセプトルートポイントを表し、2001-2004はメディアポート
を表します。

Note

いずれの場合も、2101は発信番号を指定します。

継続時間

（秒）

最後のリダイ

レクト DN
パーティショ

ン

最後

にリ

ダイ

レク

トさ

れた
DN

元の着信側

パーティショ

ン

元の着信

側番号

最終的な着信

側パーティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レグ

識別子

発信者番号

パーティショ

ン

OrigLegCall
Identifier

発呼側

番号

34電話機200010239701822000電話機200416777219PAManaged167772172101

0PAManaged210510239701822105PAManaged210516777222電話機167772212004

5PAManaged210510239701912105PAManaged210516777222PAManaged167772172101
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パーソナルアシスタントインターセプターがメディアポートに移行

し、通話を転送する

このシナリオは、発信側からのブラインド転送およびコールの転送アクションと同様に機能しま

す。

Personal Assistant Interceptorがメディアポートに移行して通話 CDRを転送する例

次の表は、このシナリオの CDRの例を示しています。

•ユーザー A (2101)は 2105をダイヤルします。

•パーソナルアシスタントインターセプタ（21XX）がコールを受け取り、メディアポート
（2002）にリダイレクトします。

•パーソナルアシスタントはルール（ある場合）に従って通話を処理し、ルールが設定されて
いない接続先（2105）に通話を転送します。

継続時間

（秒）

最後のリダイ

レクト DN
パーティショ

ン

最後

にリ

ダイ

レク

トさ

れた
DN

元の着信側

パーティショ

ン

元の着信

側番号

最終的な着信

側パーティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レグ

識別子

発信者番号

パーティショ

ン

OrigLegCall
Identifier

発呼側

番号

2PAManaged210510239704782105PAManaged210516777285電話機167772342002

9" "21xx10239704782105PA200216777232PAManaged167772302101

5" "" "1023970483" "" "210116777230PAManaged167772352105

パーソナルアシスタントインターセプターが直接接続先に移行する

このシナリオには、ルールありとルールなしの 2つの異なるケースがあります。

ルール CDRでパーソナルアシスタントインターセプターが直接接続先に移行する例

次の表は、このシナリオの CDRの例を示しています。

•ユーザー A (2101)は 2105をダイヤルします。

•個人アシスタントのインターセプター（21XX）はコールをピックアップし、ルールがある場
合、それに従って処理し、コールを宛先（2105）にリダイレクトします。

次の表は、このシナリオの CDRの例を示しています。
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継続時間

（秒）

最後のリ

ダイレク

ト DN
パーティ

ション

最後の

リダイ

レクト
DN

元の着信側

パーティ

ション

元の着

信側番

号

最終的

な着信

側パー

ティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レ

グ識別子

発信者番号

パーティ

ション

OrigLegCall
Identifier

発信側

番号

8" "21XX10239707102105PA210516777242PAManaged167772402101

パーソナルアシスタントが別の宛先CDRにコールを転送するルールを使用した、直接宛
先に移動する例

次の表は、このシナリオの CDRの例を示しています。

•ユーザー A (2101)は 2105をダイヤルします。

•パーソナルアシスタントインターセプター（21XX）がコールに応答し、ルールに従って処理
します。

•パーソナルアシスタントインターセプターはコールを最終的な宛先にリダイレクトします
（2110）。この場合、2105は通話を内線 2110に転送するルールを構成しています。

継続時間

（秒）

最後のリ

ダイレク

ト DN
パーティ

ション

最後の

リダイ

レクト
DN

元の着信側

パーティ

ション

元の着

信側番

号

最終的

な着信

側パー

ティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レ

グ識別子

発信者番号

パーティ

ション

OrigLegCall
Identifier

発信側

番号

8" "21XX10239707102105PA211016777242PAManaged167772402101

Personal Assistant Interceptorが複数の宛先への通話を制御する
このシナリオにはいくつかの異なるケースがあります。いずれの場合も、ユーザーB（2105）は、
自分に電話をかけるためのルールを内線 2110または 2120で設定します。このルールは、発信者
がパーソナルアシスタントルートポイント（2000）に電話をかけ、“「ユーザー Bに電話をかけ
る」”（ダイレクトケース）と言うとき、または発信者が直接ユーザーB（2105）にダイヤルする
とき（キャッチケース）に有効になります。

Personal Assistant Interceptorが複数の接続先に向かう CDRの例

次のセクションでは、それぞれの場合の例を示します。次の表には、これらの各シナリオのCDR
の例が含まれています。

•パーソナルアシスタントダイレクト複数の送信先：2110および 2120（コールは最初の送信
先で承認済み）

•パーソナルアシスタントダイレクト複数の送信先：2110および 2120（コールは 2番目の送
信先で承認済み）

CDR例
98

CDR例

パーソナルアシスタントが別の宛先 CDRにコールを転送するルールを使用した、直接宛先に移動する例



•パーソナルアシスタントダイレクト複数の送信先：2110および 2120（コールは 3番目の送
信先で承認済み）

•パーソナルアシスタントキャッチ複数の送信先：2110および 2120（コールは最初の送信先
で承認済み）

•パーソナルアシスタントキャッチ複数の送信先：2110および 2120（コールは 2番目の送信
先で承認済み）

•パーソナルアシスタントキャッチ複数の送信先：2110および 2120（コールは 3番目の送信
先で承認済み）

パーソナルアシスタントダイレクト複数の送信先：2110および 2120（コールは最初の送信先で承
認済み）

•ユーザー Aがパーソナルアシスタントに電話し、“ユーザー Bに電話”と言います。

•ユーザー Bは、2120の内線でコールに応答します。

継続時間

（秒）

最後のリダイ

レクト DN
パーティショ

ン

最後

にリ

ダイ

レク

トさ

れた
DN

元の着信側

パーティショ

ン

元の着信

側番号

最終的な着信

側パーティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レグ

識別子

発信者番号

パーティショ

ン

OrigLegCall
Identifier

発呼側

番号

6PAManaged211010239713032110PAManaged211016777263電話機167772622004

22電話機200010239713032000電話機200416777260PAManaged167772582101

9" "" "1023971312" "" "210116777258PAManaged167772632110

パーソナルアシスタントダイレクト複数の送信先：2110および 2120（コールは 2番目の送信先で
承認済み）

•ユーザー Aがパーソナルアシスタントに電話し、“ユーザー Bに電話”と言います。

•ユーザー Bは、2120の内線でコールに応答します。

継続時間

（秒）

最後のリダイ

レクト DN
パーティショ

ン

最後に

リダイ

レクト

された
DN

元の着信側

パーティショ

ン

元の着信

側番号

最終的な着信

側パーティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レ

グ識別子

発信者番号

パーティショ

ン

OrigLegCall
Identifier

発呼側

番号

0PAManaged211010239714562110PAManaged211016777270電話機167772692001

4PAManaged212010239714672120PAManaged212016777273電話機167772722001

37電話機200010239714672000電話機200116777267PAManaged167772652101
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継続時間

（秒）

最後のリダイ

レクト DN
パーティショ

ン

最後に

リダイ

レクト

された
DN

元の着信側

パーティショ

ン

元の着信

側番号

最終的な着信

側パーティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レ

グ識別子

発信者番号

パーティショ

ン

OrigLegCall
Identifier

発呼側

番号

7" "" "1023971474" "" "210116777265PAManaged167772732120

0" "" "1023971476" "" "" "0PAManaged167772752110

パーソナルアシスタントダイレクト複数の送信先：2110および 2120（コールは 3番目の送信先で
承認済み）

•ユーザー Aがパーソナルアシスタントに電話し、“ユーザー Bに電話”と言います。

•ユーザー Bは内線 2110にも 2120にも応答しません。

•パーソナルアシスタントが呼び出しを元の接続先（2105）に転送し、ユーザー Bがその内線
番号で応答します。

この場合、2105（元の接続先）は 3番目の接続先を表します。Note

継続時間

（秒）

最後のリダイ

レクト DN
パーティショ

ン

最後

にリ

ダイ

レク

トさ

れた
DN

元の着信側

パーティショ

ン

元の着信

側番号

最終的な着信

側パーティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レグ

識別子

発信者番号

パーティショ

ン

OrigLegCall
Identifier

発呼側

番号

0PAManaged211010239716022110PAManaged211016777282電話機167772812002

0PAManaged212010239716152120PAManaged212016777285電話機167772842002

38電話機200010239716192000電話機200216777279PAManaged167772772101

0PAManaged210510239716192105PAManaged210516777288電話機167772872002

7PAManaged210510239716272105PAManaged210516777288PAManaged167772772101

0" "" "1023971629" "" "" "0PAManaged167772892105

パーソナルアシスタントキャッチ複数の送信先：2110および 2120（コールは最初の送信先で承認
済み）

•ユーザー Aがパーソナルアシスタントに電話し、“ユーザー Bに電話”と言います。

•ユーザー Bは、内線 2110の呼び出しに応答します。
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継続時間

（秒）

最後のリダイ

レクト DN
パーティショ

ン

最後に

リダイ

レクト

された
DN

元の着信側

パーティショ

ン

元の着信

側番号

最終的な着信

側パーティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レグ

識別子

発信者番号

パーティショ

ン

OrigLegCall
Identifier

発呼側

番号

4PAManaged211010239717402110PAManaged211016777296電話機167772952003

10" "21XX10239717402105PA200316777293PAManaged167772912101

9" "" "1023971749" "" "210116777291PAManaged167772962110

パーソナルアシスタントが複数の接続先のインターセプト: 2110および 2120 (コールは 2番目の接
続先で受け入れられます)

•ユーザー Aがパーソナルアシスタントに電話し、“ユーザー Bに電話”と言います。

•ユーザー Bは、内線 2120の呼び出しに応答します。

継続時間

（秒）

最後のリダイ

レクト DN
パーティショ

ン

最後に

リダイ

レクト

された
DN

元の着信側

パーティショ

ン

元の着信

側番号

最終的な着信

側パーティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レグ

識別子

発信者番号

パーティショ

ン

OrigLegCall
Identifier

発呼側

番号

0PAManaged211010239718152110PAManaged211016777303電話機167773022004

3PAManaged212010239718242120PAManaged212016777306電話機167773052004

22" "21XX10239718242105PA200416777300PAManaged167772982101

8" "" "1023971832" "" "210116777298PAManaged167773062120

パーソナルアシスタントキャッチ複数の送信先：2110および 2120（コールは 3番目の送信先で承
認済み）

•ユーザー Aがパーソナルアシスタントに電話し、“ユーザー Bに電話”と言います。

•ユーザー Bは内線 2110にも 2120にも応答しません。

•パーソナルアシスタントがコールを元の接続先（2105）に転送し、その後ユーザー Bが応答
します。

この場合、2110 (元の接続先)は 3番目の接続先を表します。Note
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継続時間

（秒）

最後のリダイ

レクト DN
パーティショ

ン

最後に

リダイ

レクト

された
DN

元の着信側

パーティショ

ン

元の着信

側番号

最終的な着信

側パーティ

ション

最終的

な着信

側番号

接続先レ

グ識別子

発信者番号

パーティショ

ン

OrigLegCall
Identifier

発呼側

番号

0PAManaged211010239719232110PAManaged211016777313電話機167773122001

0PAManaged212010239719362120PAManaged212016777316電話機167773152001

30" "21XX10239719402105PA200116777310PAManaged167773082101

0PAManaged210510239719402105PAManaged210516777319電話機167773182001

12PAManaged210510239719532105PAManaged210516777319PAManaged167773082101

パーソナルアシスタント電話会議

パーソナルアシスタント電話会議は、ad hoc電話会議のコールタイプと同様に機能します。

Personal Assistant電話会議の CDRの例

次の表は、このシナリオの CDRの例を示しています。

•ユーザーAが Personal Assistantルートポイント（2000）に発信し、“「ユーザー B（2105）と
ユーザー C（2110）を会議に参加させる」”と言います。

• Personal Assistantがユーザー Bと Cをユーザー Aの電話会議に参加させます。

最終的な着信側

パーティション

最終的な着信側番号接続先レグ識

別子

発信者番号パー

ティション

OrigLegCall
Identifier

発呼側番

号

PAManaged210516777346電話機167773452003

電話機200316777342PAManaged167773402101

PAManaged200216777351電話機167773502003

" "211016777347電話機167773422003

" "b0011020100116777352PAManaged167773512110

" "b0011020100116777349PAManaged167773462105

" "b0011020100116777348PAManaged167773402101

この表は、追加情報を含めて続きます。
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継続時間

（秒）

最後のリダイレク

ト DNパーティ
ション

最後のリダイレクト
DN

元の着信側パー

ティション

元の着信側番号

6PAManaged210510239725752105

62電話機200310239725762000

39PAManaged211010239725952110

25" "b001102010011023972601b00110201001

14" "b001102010011023972609b00110201001

34" "b001102010011023972610b00110201001

34" "b001102010011023972610b00110201001

優先コール (MLPP)
優先コールは、CDRで優先レベルフィールドが設定されることを除き、他のコールと同じように
発生します。また、優先順位の高いコールがコールを横取りする場合、原因コードが横取りの理

由を示します。

優先コールの CDRの例

1. 別の IP電話へのコールは、優先パターン（優先順位レベル 2）をダイヤルすることで発生し
ます。

優先コール CDRフィールド名

100globalCallID_callId

12345origLegCallIdentifier

12346destLegIdentifier

2001callingPartyNumber

826001origCalledPartyNumber

0origCause_Value

16dest_CauseValue

2origPrecedenceLevel

2destPrecedenceLevel

2. 優先コールは別のネットワークから受信されます (優先レベル 1)。
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優先コール CDRフィールド名

102globalCallID_callId

11111origLegCallIdentifier

11112destLegIdentifier

9728552001callingPartyNumber

6001origCalledPartyNumber

16origCause_Value

0dest_CauseValue

1origPrecedenceLevel

1destPrecedenceLevel

3. コールは、より優先順位の高いコールによって横取りされます。

上位レベルコール CDR元のコール CDRフィールド名

1000110000globalCallID_callId

1234568012345678origLegCallIdentifier

1234568112345679destLegIdentifier

97285512342001callingPartyNumber

826001826001origCalledPartyNumber

00origCause_Value

169dest_CauseValue

12origPrecedenceLevel

12destPrecedenceLevel

（3xx）通話のリダイレクト
この例では、リダイレクション機能の CDR (3xx)を示しています。

通話がリダイレクト機能（3xx）によってリダイレクトされると、origCalledPartyRedirectOnBehalfOf
および lastRedirectRedirectOnBehalfOfフィールドで UnifiedCMリダイレクション = 19を指定し
ます。origCalledPartyRedirectReasonおよび lastRedirectRedirectReasonフィールドはリダイレク
ト = 162と指定します。
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リダイレクション (3xx) CDRの例

SIP（Unified Communications Managerに登録済み）を実行している、CFA接続先 10000の電話機
10010の CFAをアクティベートします。35010は 10010をコールします。これは 10000への CFA
です。コールは 10010から 10000にリダイレクトされます。10000が着信に応答し、1分間通話し
ます。

元のコール CDRフィールド名

11globalCallID_callId

21832023origLegCallIdentifier

21832026destLegIdentifier

35010callingPartyNumber

10010originalCalledPartyNumber

10000finalCalledPartyNumber

10010lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

162origCalledPartyRedirectReason

162lastRedirectRedirectReason

19origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

19lastRedirectRedirectOnBehalfOf

0origTerminationOnBehalfOf

12destTerminationOnBehalfOf

19joinOnBehalfOf

60duration

リダイレクト番号変換
リダイレクト番号変換機能が有効になっている場合、発信セットアップメッセージで送信される

前に、元の着信番号と最後のリダイレクト番号が変換されます。

リダイレクト番号変換の例

1. CCM1 -電話 A [ 180000 ]、電話 B [ 180001 ]、電話 C [ 180002 ]

2. CCM1に設定された SIPトランクは SIPゲートウェイを指しています。
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3. 電話 Bには +9111XXXXとして設定された外部マスクがあります

4. 電話 Cには外部マスクが +9122XXXXに設定されています。

SIPトランクでは、パーティション P1を持つリダイレクトパーティの CSSが設定され、P1に関
連付けられた発信側トランスフォーメーションパターンがあります。このパターンでは外線電話

番号のマスクが有効になっています。

シナリオ

A -電話 Bに呼び出し ---- CFA -電話 C CFA --- SIPトランク --- SIPゲートウェイ

B -元の着信側、C -最後のリダイレクト側

発信 SIP INVITEメッセージで送信される元の転送元と最後の転送元に対応する 2つの転送ヘッ
ダーがあり、これらの転送ヘッダーで変換されたリダイレクト番号、つまり +91110001および
+91220002があります。

これらの値は CDRレコードにも保存されます。変換された元の着信番号は、アウトパルス元の
呼び出し側番号に格納され、変換された最後のリダイレクト番号は、アウトパルス最後のリダイ

レクト番号に格納されます。

CDRフィールド名

115010globalCallID_callId

30751507origLegCallIdentifier

180000callingPartyNumber

880003outpulsedCallingPartyNumber

+91110001outpulsedOriginalCalledPartyNumber

+91220002outpulsedLastRedirectingNumber

リファーコール
Refer with Replacesの例については、置換コールのトピックを参照してください。

通話の交換
次の例は、さまざまなタイプの Replaces通話の CDRを示しています。

Replaces通話の CDR例

1. Invite with Replaces：SIPを実行している電話 35010が SIPを実行している電話 35020に発信
します。 35010で転送ボタンが押され、SCCP電話 3000にコールが発信されると、3000がそ
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のコールに応答します。その後、電話35010は転送を完了します。最後の転送コールは、35020
と 3000の間で発生します。

転送が完了すると、システムは Invite with Replacesを Unified Communications Managerに送信しま
す。

Note

戻されたコール CDR元のコール CDRフィールド名

50452485045247globalCallID_callId

2182246921822467origLegCallIdentifier

2182246821822468destLegIdentifier

3502035010callingPartyNumber

30003000originalCalledPartyNumber

30003000finalCalledPartyNumber

350103000lastRedirectDn

0393216origCause_Value

16393216dest_CauseValue

00origCalledPartyRedirectReason

1460lastRedirectRedirectReason

00origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

180lastRedirectRedirectOnBehalfOf

018origTerminationOnBehalfOf

1218destTerminationOnBehalfOf

180joinOnBehalfOf

605duration

2. Refer with Replaces：SIPを実行している電話機 35010が SCCP 3000に発信し、35010で転送
ボタンが押され、SCCP3001にコールが発信されます。3001が呼び出しに応答し、Phone35010
は転送を完了します。最後の転送コールは、3000と 3001の間で発生します。

転送が完了すると、Refer with Replacesが Unified Communications Managerに送信されます。Note
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最終転送コールの
CDR

打診コールの CDR元のコール CDRフィールド名

504524550452465045245globalCallID_callId

218224622182246321822461origLegCallIdentifier

218224642182246421822462destLegIdentifier

30003501035010callingPartyNumber

300130013000originalCalledPartyNumber

300130013000finalCalledPartyNumber

3501030013000lastRedirectDn

16393216393216origCause_Value

0393216393216dest_CauseValue

13000origCalledPartyRedirectReason

14600lastRedirectRedirectReason

1700origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

1800lastRedirectRedirectOnBehalfOf

121817origTerminationOnBehalfOf

171817destTerminationOnBehalfOf

1800joinOnBehalfOf

25425duration

RSVP
これらのフィールドは、通話の RSVP予約の状況を示します。 Unified Communications Manager
RSVPCDR状況フィールドの値は連結され、システムはコールの最新の 32状況値を保持すること
に注意してください。

例えば、“オプショナル”ポリシーで通話が確立され、最初の RSVP予約が成功した場合、その後
その予約は帯域幅の予約を失い、再試行後に帯域幅の予約を取り戻します。通話中にこれが数回

繰り返され、最終的には成功したRSVP予約で通話が終了します。CDRは、特定のストリームの
UnifiedCommunication RSVP予約状況として次の文字列を表示します。 “2:5:2:5:2:5:2”
(success:lost_bw:success:lost_bw:success:lost_bw:success)。
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RSVPコール CDRの例

1. この例では、“オプション”ポリシーで確立され、最初の RSVP予約が成功する通話を示して
います。双方が 5分間話します。

CDRフィールド名

300globalCallID_callId

16777300origLegCallIdentifier

16777301destLegIdentifier

20000callingPartyNumber

20001origCalledPartyNumber

20001finalCalledPartyNumber

20001lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

2origDTMFMethod

2destDTMFMethod

300duration

2. この例は、“オプショナル”ポリシーで確立されたコールで、最初の RSVP予約が成功し、そ
の後帯域幅の予約を失いますが、再試行後にそれを取り戻します。通話者は1分間話します。

CDRフィールド名

301globalCallID_callId

16777302origLegCallIdentifier

16777303destLegIdentifier

20000callingPartyNumber

20001origCalledPartyNumber

20001finalCalledPartyNumber

20001lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

2:5:2origDTMFMethod
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CDRフィールド名

2:5:2destDTMFMethod

60duration

安全なミートミーコンファレンス
次の例は、ミートミーセキュア電話会議のCDRを示しています。 35010はセキュアなミートミー
電話会議に発信しますが、35010はセキュアではない電話です。 35010はミートミー電話会議の
最低セキュリティレベルを満たしていないため、コールは原因コード 58（ミートミー電話会議の
最低セキュリティレベルに達していない）でクリアされます。

セキュアな電話会議のミートミー CDRの例

ミートミー電話会議 CDRへのコールフィールド名

5045247globalCallID_callId

123456879origLegCallIdentifier

123456999destLegIdentifier

35010callingPartyNumber

50000originalCalledPartyNumber

50000finalCalledPartyNumber

50000lastRedirectDn

58origCause_Value

0dest_CauseValue

0origCalledPartyRedirectReason

0lastRedirectRedirectReason

0origCalledPartyRedirectOnBehalfOf

0lastRedirectRedirectOnBehalfOf

6origTerminationOnBehalfOf

6destTerminationOnBehalfOf
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ショートコール
CdrLogCallsWithZeroDurationFlagが Trueに設定され、継続時間が 1秒未満の短時間の通話は、
CDRに継続時間0の通話として表示されます。 DateTimeConnectフィールドは、通話の実際の接
続時間を示し、失敗した通話とこれらの通話を区別します。失敗した通話（接続されなかった）

の場合、この値は 0になります。

ショートコールの CDRの例

次の表は、着信側が終了した、1秒未満の継続時間での成功したオンネットコールの例を示して
います。

時間

（Duration）
接続日時接続先

の原因

元の原

因

元の着信パー

ティション

元の着信側Calling

パーティ

ション

Calling

側

0973795815160マーケティン

グ

2309アカウント2001

CallingPartyNumberフィールドに URLがある SIP通話
発信側と着信側は、内線番号がURLのSIP通話を行うことができます。内線番号には、印刷可能
なすべての ASCII文字を使用できます。 URL中にスペースを入れないでください。例えば、内
線番号 “1000 1001”は有効な URLとして認識されません。

印刷可能な ASCII文字は、33から 126の ASCIIコード（10進数）の文字を表します。Note

CallingPartyNumberフィールドの CDRの URLを使用した SIP通話の例

UnifiedCommunicationsManager のSIPトランクが着信を受信します。通話には、callingPartyNumber
の SIP URLが含まれます。

値フィールド名

1globalCallID_callId

100origLegCallIdentifier

101destLegIdentifier

bob@abc.comcallingPartyNumber

2309originalCalledPartyNumber
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値フィールド名

2309finalCalledPartyNumber

2309lastRedirectDn

16origCause_Value

0dest_CauseValue

60duration

ネットワーク内で成功した通話
2台の Cisco Unified IP電話間の通話が成功した場合、通話の最後に CDRが 1つ生成されます。

成功したネットワーク内通話の CDR例

次の表には 2つの例が含まれています。

• A：発信側が切断する 60秒のコール

• B：着信側が切断する 60秒の通話

時間

（Duration）
接続先の

原因

元の原因元の着信パー

ティション

元の着信側Calling

パーティ

ション

Calling

側

60016マーケティング2309アカウント2001A

60160マーケティング2309アカウント2001B

転送コール（Transferred Calls）
転送されるコールは複数の CDRを生成します。 1つの CDRは元のコール用、1つは相談コール
用、もう 1つは最終的に転送されたコール用です。

元のコールで、origCause_valueと destCause_valueは、split = 393216に設定され、コールが分割
されました。 origCallTerminationOnBeHalfOfおよび destCallTerminationOnBeHalfOfフィールド
は Transfer = 10に設定され、この通話が転送されたことを示します。

打診コールの場合、origCause_valueおよび destCause_valueフィールドは、split = 393216に設定
され、コールが分割されました。 origCallTerminationOnBeHalfOfおよび
destCallTerminationOnBeHalfOfフィールドは Transfer = 10に設定され、この通話が転送されたこ
とを示します。
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最後の転送されたコールの場合、joinOnBehalfOfフィールドはTransfer = 10に設定され、このコー
ルが転送によるものであることを示します。

転送された通話の CDRの例

以下の例は、すべてを網羅しているわけではありませんが、指定された状況で生成されるレコー

ドを示しています。これらの例は、転送された通話で生成されるレコードを明確にするのに役立

ちます。

発信者からのブラインド転送の CDR例

通話は内線 2001から PSTN番号にかけられます。通話時間は 120秒です。 2001は 2002へのブラ
インド転送を開始します。CDR 1 (元の通話)は、内線 2001から PSTN番号への、120秒間の通話
の様子を示します。CDR2（打診コール）は、2001から内線2002への通話を示しています。CDR
3は、2001が転送を完了し、通話から離脱し、PSTNと 2002間の通話を残す、最後の転送通話を
示しています。

最終転送 CDR打診コールの CDR元のコール CDRフィールド名

121globalCallID_callId

102103101origLegCallIdentifier

104104102destLegIdentifier

307111120012001callingPartyNumber

200220023071111originalCalledPartyNumber

200220023071111finalCalledPartyNumber

200120023071111lastRedirectDn

16393216393216origCause_Value

0393216393216dest_CauseValue

01010origTerminationOnBehalfOf

01010destTerminationOnBehalfOf

1000joinOnBehalfOf

3600120duration

発信者からの打診転送の CDR例

通話は内線 2001から PSTN番号に行きます。通話時間は 60秒です。 2001が 2002への打診転送
を開始し、転送が完了する前に 10秒間通話します。転送された最後の通話は、360秒間通話しま
す。 CDR 1 (元の通話)は、内線 2001から PSTN番号への通話、60秒間の通話を示しています。
CDR 2（打診コール）は、2001から内線 2002への通話で、10秒間通話します。 CDR 3は転送さ
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れた最後の通話を表し、2001は転送を完了し、通話から切断し、PSTNと2002間の通話を続けま
す。

最終転送コールの CDR打診コールの CDR元のコール CDRフィールド名

121globalCallID_callId

112113111origLegCallIdentifier

114114112destLegIdentifier

307111120012001callingPartyNumber

200220023071111originalCalledPartyNumber

200220023071111finalCalledPartyNumber

20015000150001lastRedirectDn

16393216393216origCause_Value

0393216393216dest_CauseValue

01010origTerminationOnBehalfOf

01010destTerminationOnBehalfOf

1000joinOnBehalfOf

3601060duration

着信側からのブラインド転送の CDR例

50000から 50001への通話、通話時間は 120秒です。 50001が 50002へのブラインド転送を開始
します。 CDR 1 (元の通話)は、内線 50001から 50002への、120秒間の通話の様子を示します。
CDR 2（打診コール）は、50001から内線 50002への通話を示しています。CDR 3は、50001が転
送を完了し、通話から抜け、50000と 50002の間の通話を残します。

最終転送コールの CDR打診コールの CDR元のコール CDRフィールド名

121globalCallID_callId

200202200origLegCallIdentifier

203203201destLegIdentifier

500005000150000callingPartyNumber

500025000250001originalCalledPartyNumber

500025000250001finalCalledPartyNumber

500015000150001lastRedirectDn

16393216393216origCause_Value
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最終転送コールの CDR打診コールの CDR元のコール CDRフィールド名

0393216393216dest_CauseValue

01010origTerminationOnBehalfOf

01010destTerminationOnBehalfOf

1000joinOnBehalfOf

3600120duration

着信側からの打診転送の CDR例

50000から 50001への通話、通話時間は 120秒です。 50000が 50002へのブラインド転送を開始
します。CDR1 (元の通話)は、内線 50000から 50001への、120秒間通話の通話を示しています。
CDR2（打診コール）は、50000から内線 50002への通話を示しています。CDR3は最後の転送通
話であり、50000が転送を完了し、通話から抜け、50001と 50002の間の通話を残します。

最終転送コールの CDR打診コールの CDR元のコール CDRフィールド名

121globalCallID_callId

201202200origLegCallIdentifier

203203201destLegIdentifier

500005000150000callingPartyNumber

500025000250001originalCalledPartyNumber

500025000250001finalCalledPartyNumber

500015000150001lastRedirectDn

16393216393216origCause_Value

0393216393216dest_CauseValue

01010origTerminationOnBehalfOf

01010destTerminationOnBehalfOf

1000joinOnBehalfOf

3600120duration

ビデオ通話
次の例は、ビデオコールの CDRを示しています。
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ビデオコールの CDRの例

発信側51234は、着信側57890を呼び出します。次の例では、100=H.261、187962284=172.19.52.11,
288625580=172.19.52.17、320=320K、2=QCIFとします。

ビデオコール CDRフィールド名

121globalCallID_callId

101origLegCallIdentifier

102destLegIdentifier

51234callingPartyNumber

57890origCalledPartyNumber

57890finalCalledPartyNumber

57890lastRedirectDn

0origCause_Value

16dest_CauseValue

100origVideoCap_Codec

320origVideoCap_Bandwidth

2origVideoCap_Resolution

187962284origVideoTransportAddress_IP

49208origVideoTransportAddress_Port

100destVideoCap_Codec

320destVideoCap_Bandwidth

2destVideoCap_Resolution

288625580destVideoTransportAddress_IP

49254destVideoTransportAddress_Port

ビデオ会議通話
ビデオ会議に含まれる通話は、複数のログが記録されます。生成される CDRレコードの数は、
ビデオ会議の参加者数によって異なります。CDRレコードはビデオ会議の参加者ごとに 1つ、元
の発信されたコールに 1つ、ビデオ会議に他の参加者を参加させるために使用された接続設定の
通話ごとに 1つ、そしてビデオ会議で接続された最後の 2人に 1つ存在します。

そのため、3者のアドホックのビデオ会議では、6つの CDRレコードが存在します。
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•元の通話の 1件のレコード

•電話会議に接続した側の 3件のレコード

•各セットアップコールに対して 1つのレコード

•会議の最後の 2名の参加者に対する 1つのレコード

発信レッグ IDと着信レッグ IDを調べることで、セットアップコールを電話会議の正しいコール
レッグに関連付けることができます。

会議ブリッジデバイスは、UnifiedCommunicationsManagerにとって特別な意味を持ち、会議ブリッ
ジへのコールは、会議ブリッジデバイスへのコールとして表示されます。特別な番号の形式

「b0019901001」が会議ブリッジポートを示します。

実際の方向に関係なく、電話会議の着信または発信はすべて、会議ブリッジに入っていると表示

されます。セットアップコール CDRレコードを調べることで、各通話の元の方向が判断できま
す。

会議のコントローラー情報は、CDRのコメントフィールドで確認できます。この情報の形式は次
のとおりです。

コメントフィールド =「ConfControllerDn=1000;ConfControllerDeviceName=SEP0003」

•電話会議の管理者の DN +電話会議の管理者のデバイス名で、電話会議の管理者を一意に識
別します。共有回線の場合はデバイス名が必要です。

• 1回の通話で複数の電話会議が行われる場合、コメントフィールドには複数の電話会議管理
者情報が表示されます。これは、電話会議が 2者になった場合に発生し、これらの一方が別
の電話会議を開始します。この場合、コメントフィールドの最後の電話会議管理者情報に

よって電話会議管理者が識別されます。

電話会議に接続されているコールレッグは、次のフィールド情報を持ちます。

• finalCalledPartyNumberフィールドには、電話会議ブリッジの番号「b0019901001」が含
まれます。

• origCalledPtyRedirectOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）に設定されます。

• lastRedirectRedirectOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）にセットされます。

• joinOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）にセットされます。

•コメントフィールドは電話会議の管理者を示します。

• destConversationIdフィールドは、電話会議のすべてのメンバーで変わりません。この
フィールドを使用して、電話会議のメンバーを識別することができます。

元の発信通話、およびパーティを電話会議に参加させるために使用されたすべての設定通話

には、次のフィールドがあります。

• origCallTerminationOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）に設定されます。

• destCallTerminationOnBehalfOfフィールドが（電話会議 = 4）に設定されます。
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ビデオ会議コールの CDRの例

1. 2001から 2309に発信します。2309が応答し、60秒間話します。

2. 2001が [電話会議（Conference）]ソフトキーを押して、3071111にダイヤルします。

3. 307111が応答し、20秒間話します; 2001が電話会議ソフトキーを押して電話会議を完了しま
す。

4. 電話会議の 3人のメンバーは 360秒間話しました。

5. 3071111が電話を切る; 2001と 2309は電話会議に留まります。電話会議に残る参加者が 2人
になったため、電話会議機能によって 2人が直接つながり、さらに 55秒間話します。

各ビデオ会議のコールレッグが、会議ブリッジへの発信として表示されます。通話の実際の方向

に関係なく、通話はブリッジへの通話として表示されます。

Note

最終の CDR電話会議 CDR 3電話会議 CDR 2電話会議 CDR 1コールCDRのセッ
トアップ

元のコール CDRフィールド名

11121globalCallID_callId

101106102101105101origLegCallIdentifier

102117116115106102destLegIdentifier

200130711112309200120012001callingPartyNumber

2309b0029901001b0029901001b002990100130711112309originalCalledPartyNumber

2309b0029901001b0029901001b002990100130711112309finalCalledPartyNumber

b0029901001b0029901001b0029901001b002990100130711112001lastRedirectDn

16393216393216160393216origCause_Value

03932163932163932160393216dest_CauseValue

103103103103103103origVideoCap_Codec

320320320320320320origVideoCap_Bandwidth

000000origVideoCap_Resolution

552953152-945658560-822647488552953152552953152552953152origVideoTransportAddress_IP

544554455445544554455445origVideoTransportAddress_Port

103103103103103103destVideoCap_Codec

320320320320320320destVideoCap_Bandwidth

000000destVideoCap_Resolution

-822647488-666216182-666216182-666216182-945658560-822647488destVideoTransportAddress_IP

5445100011000410000100025445destVideoTransportAddress_Port
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最終の CDR電話会議 CDR 3電話会議 CDR 2電話会議 CDR 1コールCDRのセッ
トアップ

元のコール CDRフィールド名

000000origCalledPartyRedirectReason

9800000lastRedirectRedirectReason

124121244origTerminationOnBehalfOf

440044destTerminationOnBehalfOf

044400origCalledRedirectOnBehalfOf

444400lastRedirectRedirectOnBehalfOf

444400joinOnBehalfOf

01110会話 ID

5536036036060duration

コメント

元のコール CDR

ConfControllerDn=2001;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBDコール CDRのセットアップ

ConfControllerDn=2001;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBD電話会議 CDR 1

ConfControllerDn=2001;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBD電話会議 CDR 2

ConfControllerDn=2001;ConfControlerDeviceName=SEP0003E333FEBD電話会議 CDR 3

最終の CDR
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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